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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録装置において、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号化す
る符号化部と、
　上記符号化部で圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを制御する記録
制御部と、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成部と
を有し、
　上記マーク情報生成部は、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録装置において、
　上記マーク情報生成部は、
　再生順で直前のグループの情報を用いて復号を行うグループに対して上記アクセス位置
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を指定するときには、該グループに属する上記独立的に復号が可能なピクチャの位置を示
す上記マーク情報を生成する
記録装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の記録装置において、
　指定しようとする上記アクセス位置の含まれるグループが再生順で直前のグループの情
報を用いずに復号可能なグループであるか否かを判別する判別部をさらに有し、
　上記マーク情報生成部は、上記判別部による判別結果に応じて、上記グループの再生順
の先頭位置を示す上記マーク情報を生成するか、上記グループに属する上記独立的に復号
が可能なピクチャの位置を示す上記マーク情報を生成するかを決定する
記録装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の記録装置において、
　上記マーク情報生成部は、
　記録開始時に生成される上記グループの先頭の位置を示す上記マーク情報を自動的に生
成する
記録装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の記録装置において、
　ユーザの操作を受け付け該操作に応じてアクセス位置を指定する操作部をさらに有し、
　上記マーク情報生成部は、
　上記操作部に対する操作により指定されたアクセス位置が記録開始位置以外の位置を示
していれば該アクセス位置が含まれる上記グループに属する上記独立的に復号が可能なピ
クチャの位置を示す上記マーク情報を生成する
記録装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の記録装置において、
　上記ビデオデータの再生方法を示す再生制御情報を生成する再生制御情報生成部をさら
に有し、
　上記マーク情報は、上記再生制御情報に格納される
記録装置。
【請求項７】
　ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録方法において、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号化す
る符号化のステップと、
　上記符号化のステップにより圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを
制御する記録制御のステップと、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成のステップと
を有し、
　上記マーク情報生成のステップは、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
記録方法。
【請求項８】
　ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録方法をコンピュータ装置に実行
させる記録プログラムにおいて、
　上記記録方法は、
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　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号化す
る符号化のステップと、
　上記符号化のステップにより圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを
制御する記録制御のステップと、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成のステップと
を有し、
　上記マーク情報生成のステップは、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
記録プログラム。
【請求項９】
　ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成する編集装置において
、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符号化されたビデオデー
タを復号する復号部と、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成部と、
を有し、
　上記マーク情報生成部は、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
編集装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の編集装置において、
　上記マーク情報生成部は、
　再生順で直前のグループの情報を用いて復号を行うグループに対して上記アクセス位置
を指定するときには、該グループに属する上記独立的に復号が可能なピクチャの位置を示
す上記マーク情報を生成する
編集装置。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の編集装置において、
　上記アクセス位置の含まれるグループが再生順で直前のグループの情報を用いずに復号
可能なグループであるか否かを判別する判別部をさらに有し、
　上記マーク情報生成部は、上記判別部による判別結果に応じて、上記指定されるアクセ
ス位置から該グループの再生順の先頭に遡った位置を示す上記マーク情報を生成するか、
上記グループに属する上記独立的に復号が可能なピクチャの位置を示す上記マーク情報を
生成するかを決定する
編集装置。
【請求項１２】
　ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成する編集方法において
、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符号化されたビデオデー
タを復号する復号のステップと、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
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るマーク情報生成のステップと、
を有し、
　上記マーク情報生成のステップは、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
編集方法。
【請求項１３】
　ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成する編集方法をコンピ
ュータ装置に実行させる編集プログラムにおいて、
　上記編集方法は、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符号化されたビデオデー
タを復号する復号のステップと、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成のステップと、
を有し、
　上記マーク情報生成のステップは、
　再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対して上記アクセス位
置を指定するときには、上記指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡
った位置を示す上記マーク情報を生成する
編集プログラム。
【請求項１４】
　ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録装置において、
　少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグル
ープを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号化す
る符号化部と、
　上記符号化部で圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを制御する記録
制御部と、
　上記ビデオデータに対して上記グループ単位のアクセス位置を示すマーク情報を生成す
るマーク情報生成部と
を有し、
　上記マーク情報生成部は、
　再生順で直前のグループの情報を用いて復号を行うグループに対して上記アクセス位置
を指定するときには、該グループに属する上記独立的に復号が可能なピクチャの位置を示
す上記マーク情報を生成する
記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ＡＶ(Audio/Video)ストリームデータからなるクリップに対する編集処理
を行うようにした記録装置、記録方法および記録プログラム、ならびに、編集装置、編集
方法および編集プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、記録可能で記録再生装置から取り外し可能とされると共に、記録容量が比較
的大きく、ビデオデータとオーディオデータとからなるＡＶ(Audio/Video)データを記録
するのに適した記録媒体として、４．７ＧＢ(Giga Byte)以上の記録容量を有するＤＶＤ(
Digital Versatile Disc)が普及している。特許文献１には、記録可能なタイプのＤＶＤ
に対してＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録する撮像装置が記載されている。
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【特許文献１】特開２００４－３５０２５１
【０００３】
　このような記録可能な記録媒体においては、記録媒体に記録されたＡＶデータは、編集
可能であることが望ましい。ＡＶデータに対する代表的な編集方法の例としては、所定単
位のＡＶ(Audio/Video)データを分割編集することが挙げられる。ビデオデータおよびオ
ーディオデータは、一般的には多重化された所定のデータ単位として記録される。
【０００４】
　また、ビデオデータは、データ容量が膨大となるため、所定の方式で圧縮符号化されて
記録媒体に記録されるのが一般的である。ビデオデータの圧縮符号化方式としては、ＭＰ
ＥＧ２(Moving Picture Experts Group 2)方式が標準的な方式として知られている。また
、近年では、ＭＰＥＧ２の圧縮符号化方式をさらに推し進めて効率的な符号化を行えるよ
うにした、ＩＴＵ－Ｔ(International Telecommunication Union-Telecommunication Sta
ndarization Sector)勧告Ｈ．２６４あるいはＩＳＯ(International Organization for S
tandarization)／ＩＥＣ(International Electrotechnical Commission)国際標準１４４
９６－１０（ＭＰＥＧ－４パート１０）Advanced Video Coding（以下、Ｈ．２６４｜Ａ
ＶＣと略称する）も、普及してきている。
【０００５】
　これらＭＰＥＧ２およびＨ．２６４｜ＡＶＣにおいては、直交変換などを用いたフレー
ム内符号化を行うと共に、動き補償を用いた予測符号化によるフレーム間符号化をさらに
行い、圧縮率を高めている。以下、ＭＰＥＧ２を例にとって、予測符号化によるフレーム
間圧縮について説明する。
【０００６】
　先ず、ＭＰＥＧ２のデータストリーム構造について、概略的に説明する。ＭＰＥＧ２は
、動き補償予測符号化と、ＤＣＴによる圧縮符号化とを組み合わせたものである。ＭＰＥ
Ｇ２のデータ構造は、階層構造をなしており、下位から、ブロック層、マクロブロック層
、スライス層、ピクチャ層、ＧＯＰ層およびシーケンス層となっている。ブロック層は、
ＤＣＴを行う単位であるＤＣＴブロックからなる。マクロブロック層は、複数のＤＣＴブ
ロックで構成される。スライス層は、ヘッダ部と、１以上のマクロブロックより構成され
る。ピクチャ層は、ヘッダ部と、１以上のスライスとから構成される。ピクチャは、１画
面に対応する。各層の境界は、それぞれ所定の識別符号で識別可能なようになっている。
【０００７】
　ＧＯＰ層は、ヘッダ部と、フレーム内符号化に基づくピクチャであるＩ(Intra-coded)
ピクチャと、予測符号化に基づくピクチャであるＰ(Predictive-coded)ピクチャＢ(Bi-di
rectionally predictive coded)ピクチャとから構成される。Ｉピクチャは、それ自身の
情報のみでデコードが可能であり、ＰおよびＢピクチャは、基準画像として前あるいは前
後の画像が必要とされ、単独ではデコードされない。例えばＰピクチャは、自身より時間
的に前のＩピクチャまたはＰピクチャを基準画像として用いてデコードされる。また、Ｂ
ピクチャは、自身の前後のＩピクチャまたはＰピクチャの２枚のピクチャを基準画像とし
て用いてデコードされる。最低１枚のＩピクチャを含むそれ自身で完結したグループをＧ
ＯＰ(Group Of Picture)と呼び、ＭＰＥＧのストリームにおいて独立してアクセス可能な
最小の単位とされる。
【０００８】
　ＧＯＰは、１または複数のピクチャから構成される。以下では、ＧＯＰは、複数のピク
チャから構成されるものとする。ＧＯＰにおいて、ＧＯＰ内で完全にデコードが可能な、
ＧＯＰで閉じた構造を持つクローズドＧＯＰと、デコードの際に符号化順で１つ前のＧＯ
Ｐの情報を用いることができるオープンＧＯＰとの２種類がある。オープンＧＯＰは、ク
ローズドＧＯＰと比較して、より多くの情報を用いてデコードできるため高画質を得られ
、一般的に用いられている。
【０００９】
　図３７を用いて、フレーム間圧縮を行ったデータのデコード処理について説明する。こ
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こでは、１ＧＯＰが１枚のＩピクチャ、４枚のＰピクチャおよび１０枚のＢピクチャの、
計１５枚のピクチャから構成されるものとする。ＧＯＰ内のＩ、ＰおよびＢピクチャの表
示順は、図３７Ａに一例が示されるように、「Ｂ0Ｂ1Ｉ2Ｂ3Ｂ4Ｐ5Ｂ6Ｂ7Ｐ8Ｂ9Ｂ10Ｐ11

Ｂ12Ｂ13Ｐ14」のようになる。なお、添え字は表示順を示す。
【００１０】
　この例では、最初の２枚のＢ0ピクチャおよびＢ1ピクチャは、１つ前のＧＯＰにおける
最後尾のＰ14ピクチャと、このＧＯＰ内のＩ2ピクチャを用いて予測されデコードされた
ピクチャである。ＧＯＰ内の最初のＰ5ピクチャは、Ｉ2ピクチャから予測されデコードさ
れたピクチャである。他のＰ8ピクチャ、Ｐ11ピクチャおよびＰ14は、それぞれ１つ前の
Ｐピクチャを用いて予測されデコードされたピクチャである。また、Ｉピクチャ以降の各
Ｂピクチャは、それぞれ前後のＩおよび／またはＰピクチャから予測されデコードされた
ピクチャである。
【００１１】
　一方、Ｂピクチャは、時間的に前後のＩまたはＰピクチャを用いて予測されデコードさ
れるため、ストリームや記録媒体上におけるＩ、ＰおよびＢピクチャの並び順は、デコー
ダにおけるデコードの順序を考慮して決める必要がある。すなわち、Ｂピクチャをデコー
ドするためのＩおよび／またはＰピクチャは、当該Ｂピクチャよりも常に先にデコードさ
れていなければならない。
【００１２】
　上述の例では、ストリームや記録媒体上の各ピクチャの配列は、図３７Ｂに例示される
ように、「Ｉ2Ｂ0Ｂ1Ｐ5Ｂ3Ｂ4Ｐ8Ｂ6Ｂ7Ｐ11Ｂ9Ｂ10Ｐ14Ｂ12Ｂ13」のようになり、この
順でデコーダに入力される。なお、添え字は、図３７Ａに対応し、表示順を示す。
【００１３】
　デコーダにおけるデコード処理は、図３７Ｃに示されるように、先ずＩ2ピクチャをデ
コードし、デコードされたこのＩ2ピクチャと１つ前のＧＯＰにおける最後尾（表示順）
のＰ14ピクチャとによりＢ0ピクチャおよびＢ1ピクチャを予測しデコードする。そして、
Ｂ0ピクチャおよびＢ1ピクチャをデコードされた順にデコーダから出力し、次にＩ2ピク
チャを出力する。Ｂ1ピクチャが出力されると、次にＰ5ピクチャがＩ2ピクチャを用いて
予測されデコードされる。そして、Ｉ2ピクチャおよびＰ5ピクチャを用いてＢ3ピクチャ
およびＢ4ピクチャが予測されデコードされる。そして、デコードされたＢ3ピクチャおよ
びＢ4ピクチャをデコードされた順にデコーダから出力し、次にＰ5ピクチャを出力する。
【００１４】
　以下、同様にして、Ｂピクチャの予測に用いるＰまたはＩピクチャをＢピクチャより先
にデコードし、このデコードされたＰまたはＩピクチャを用いてＢピクチャを予測してデ
コードし、デコードされたＢピクチャを出力してから、当該Ｂピクチャをデコードするた
めに用いたＰまたはＩピクチャを出力する処理が繰り返される。記録媒体上やストリーム
における図３７Ｂのようなピクチャ配列は、一般的に用いられるものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　このように、ＧＯＰ構造で以てフレーム間圧縮を行ったビデオデータに対してアクセス
位置を指定することにより、ビデオデータを分割編集しようとする場合、ＧＯＰの境界を
指定して分割する第１の方法と、ＧＯＰ内のＩピクチャを指定して分割する第２の方法と
が考えられる。第１の方法によれば、Ｉピクチャ以降のピクチャは、図３７を用いて説明
したように、このＩピクチャを参照して順次、デコードできるので、再生時に、編集結果
に基づき分割されたビデオデータの先頭へアクセスした際の、ジャンプ先のフレームの表
示に遅延が少ない利点がある。
【００１６】
　一方、この第１の方法では、分割指定された境界位置とＧＯＰの境界とが一致しないこ
とになる。そのため、分割されたビデオデータの先頭へアクセスした場合、ＧＯＰの先頭
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のピクチャから再生することができないという問題点があった。
【００１７】
　また、第１の方法によれば、分割されたビデオデータの後端部においても、後端とＧＯ
Ｐ境界とが一致しない。そのため、例えば分割されたビデオデータの後端のピクチャが含
まれるＧＯＰが先行するＧＯＰとは異なるシーンとして生成されたＧＯＰである場合、再
生時に、当該分割されたビデオデータの後端部において、シーン的に繋がりの無い映像が
数フレーム分、再生されてしまうという問題点があった。
【００１８】
　第２の方法では、ＧＯＰの先頭と編集により分割指定された境界とが一致するので、上
述の第１の方法の場合のように、ＧＯＰの先頭側において再生されないピクチャが発生し
たり、分割されビデオデータの後端部においてシーン的に繋がりの無い映像が再生されて
しまう問題は発生しない。
【００１９】
　しかしながら、この第２の方法では、分割されたビデオデータの先頭のフレームが含ま
れるＧＯＰがオープンＧＯＰである場合、当該ＧＯＰの表示順がＩピクチャより前のＢピ
クチャは、図３７を用いて説明したように、当該ＧＯＰのＩピクチャと、直前のＧＯＰに
おける最後のＰピクチャとを用いてデコードされる。そのため、当該分割されたビデオデ
ータにジャンプされた際には、当該ＧＯＰの直前のＧＯＰの最後のＰピクチャをもデコー
ドする必要があり、ジャンプ操作に応じた映像出力の遅延が大きくなってしまうという問
題点があった。
【００２０】
　このように、従来では、ＧＯＰ構造で以てフレーム間圧縮を行ったビデオデータに対し
て分割する編集を行う場合に、再生映像に問題が発生せず、ユーザの利便性を損なわない
ような方法が存在しなかったという問題点があった。
【００２１】
　したがって、この発明の目的は、ＧＯＰ構造を有したビデオデータに対して分割編集を
行う際のユーザの利便性を向上させることができるような記録装置、記録方法および記録
プログラム、ならびに、編集装置、編集方法および編集プログラムを提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　上述した課題を解決するために、第１の発明は、ビデオデータを圧縮符号化して記録媒
体に記録する記録装置において、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む
複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用い
てビデオデータを圧縮符号化する符号化部と、符号化部で圧縮符号化されたビデオデータ
を記録媒体に記録するのを制御する記録制御部と、ビデオデータに対してグループ単位の
アクセス位置を示すマーク情報を生成するマーク情報生成部とを有し、マーク情報生成部
は、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置
を指定するときには、指定されるアクセス位置からグループの再生順の先頭に遡った位置
を示すマーク情報を生成する記録装置である。
【００２３】
　また、第２の発明は、ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録方法にお
いて、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなる
グループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号
化する符号化のステップと、符号化のステップにより圧縮符号化されたビデオデータを記
録媒体に記録するのを制御する記録制御のステップと、ビデオデータに対してグループ単
位のアクセス位置を示すマーク情報を生成するマーク情報生成のステップとを有し、マー
ク情報生成のステップは、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループ
に対してアクセス位置を指定するときには、指定されるアクセス位置から該グループの再
生順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成する記録方法である。
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【００２４】
　また、第３の発明は、ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録方法をコ
ンピュータ装置に実行させる記録プログラムにおいて、記録方法は、少なくとも１枚の独
立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測
符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号化する符号化のステップと
、符号化のステップにより圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを制御
する記録制御のステップと、ビデオデータに対してグループ単位のアクセス位置を示すマ
ーク情報を生成するマーク情報生成のステップとを有し、マーク情報生成のステップは、
再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指
定するときには、指定されるアクセス位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示
すマーク情報を生成する記録プログラムである。
【００２５】
　また、第４の発明は、ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成
する編集装置において、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚の
ピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符
号化されたビデオデータを復号する復号部と、ビデオデータに対してグループ単位のアク
セス位置を示すマーク情報を生成するマーク情報生成部とを有し、マーク情報生成部は、
再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指
定するときには、指定されるアクセス位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示
すマーク情報を生成する編集装置である。
【００２６】
　また、第５の発明は、ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成
する編集方法において、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚の
ピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符
号化されたビデオデータを復号する復号のステップと、ビデオデータに対してグループ単
位のアクセス位置を示すマーク情報を生成するマーク情報生成のステップとを有し、マー
ク情報生成のステップは、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループ
に対してアクセス位置を指定するときには、指定されるアクセス位置からグループの再生
順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成する編集方法である。
【００２７】
　また、第６の発明は、ビデオデータに対してアクセス位置を指定するマーク情報を生成
する編集方法をコンピュータ装置に実行させる編集プログラムにおいて、編集方法は、少
なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグループ
を単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いて圧縮符号化されたビデオデータを
復号する復号のステップと、ビデオデータに対してグループ単位のアクセス位置を示すマ
ーク情報を生成するマーク情報生成のステップとを有し、マーク情報生成のステップは、
再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指
定するときには、指定されるアクセス位置から該グループの再生順の先頭に遡った位置を
示すマーク情報を生成する編集プログラムである。
【００２８】
　また、第７の発明は、ビデオデータを圧縮符号化して記録媒体に記録する記録装置にお
いて、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなる
グループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオデータを圧縮符号
化する符号化部と、符号化部で圧縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するのを
制御する記録制御部と、ビデオデータに対してグループ単位のアクセス位置を示すマーク
情報を生成するマーク情報生成部とを有し、マーク情報生成部は、再生順で直前のグルー
プの情報を用いて復号を行うグループに対してアクセス位置を指定するときには、グルー
プに属する独立的に復号が可能なピクチャの位置を示すマーク情報を生成する記録装置で
ある。
【００２９】



(9) JP 4715633 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

　上述したように、第１、第２および第３の発明は、少なくとも１枚の独立的に復号が可
能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフ
レーム間圧縮を用いて圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの
情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指定するときには、指定され
るアクセス位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成し、圧
縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するようにしているため、記録媒体からビ
デオデータを再生したときに、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグル
ープへのジャンプを指定した場合、ジャンプ先における表示の遅延を少なくできる。
【００３０】
　また、第４、第５および第６の発明は、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチ
ャを含む複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧
縮を用いて圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの情報を用い
ずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指定するときには、指定されるアクセス
位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成し、圧縮符号化さ
れたビデオデータを記録媒体に記録するようにしているため、記録媒体からビデオデータ
を再生したときに、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループへのジ
ャンプを指定した場合、ジャンプ先における表示の遅延を少なくできる。
【００３１】
　また、第７の発明は、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚の
ピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオ
データを圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの情報を用いて
復号を行うグループに対してアクセス位置を指定するときには、グループに属する独立的
に復号が可能なピクチャの位置を示すマーク情報を生成し、圧縮符号化されたビデオデー
タを記録媒体に記録するようにしているため、記録が停止された後に再び記録が開始され
た場合、記録の停止部分において表示すべき区間の終端とデコード区間の終端とが一致し
、このプレイリストマークに基づくチャプタの終端で内容的に関連性のないフレームが表
示されることがない。
【発明の効果】
【００３２】
　第１、第２および第３の発明は、上述したように、少なくとも１枚の独立的に復号が可
能なピクチャを含む複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフ
レーム間圧縮を用いて圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの
情報を用いずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指定するときには、指定され
るアクセス位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成し、圧
縮符号化されたビデオデータを記録媒体に記録するようにしているため、記録媒体からビ
デオデータを再生したときに、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグル
ープへのジャンプを指定した場合、ジャンプ先における表示の遅延を少なくできる効果が
ある。　
【００３３】
　また、第４、第５および第６の発明は、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチ
ャを含む複数枚のピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧
縮を用いて圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの情報を用い
ずに復号可能なグループに対してアクセス位置を指定するときには、指定されるアクセス
位置からグループの再生順の先頭に遡った位置を示すマーク情報を生成し、圧縮符号化さ
れたビデオデータを記録媒体に記録するようにしているため、記録媒体からビデオデータ
を再生したときに、再生順で直前のグループの情報を用いずに復号可能なグループへのジ
ャンプを指定した場合、ジャンプ先における表示の遅延を少なくできる効果がある。
【００３４】
　また、第７の発明は、少なくとも１枚の独立的に復号が可能なピクチャを含む複数枚の
ピクチャからなるグループを単位とし、予測符号化によるフレーム間圧縮を用いてビデオ
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データを圧縮符号化したビデオデータに対して、再生順で直前のグループの情報を用いて
復号を行うグループに対してアクセス位置を指定するときには、グループに属する独立的
に復号が可能なピクチャの位置を示すマーク情報を生成し、圧縮符号化されたビデオデー
タを記録媒体に記録するようにしているため、記録が停止された後に再び記録が開始され
た場合、記録の停止部分において表示すべき区間の終端とデコード区間の終端とが一致し
、このプレイリストマークに基づくチャプタの終端で内容的に関連性のないフレームが表
示されることがないという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、この発明の実施の一形態を、図面を参照しながら説明する。先ず、理解を容易と
するために、この発明に適用可能な一例のフォーマット（以下、ＡＶＣＨＤフォーマット
と呼ぶ）について説明する。ＡＶＣＨＤフォーマットは、ビデオデータとオーディオデー
タとが所定に多重化されたＡＶ(Audio/Video)ストリームを記録可能な記録媒体に記録す
る記録フォーマットとして現在提案されているもので、記録媒体に記録されたＡＶストリ
ームを、クリップ単位でプレイリストを用いて管理可能としている。
【００３６】
　例えばＩＴＵ－Ｔ(International Telecommunication Union-Telecommunication Stand
arization Sector)勧告Ｈ．２６４あるいはＩＳＯ(International Organization for Sta
ndarization)／ＩＥＣ(International Electrotechnical Commission)国際標準１４４９
６－１０（ＭＰＥＧ－４パート１０）Advanced Video Coding（以下、Ｈ．２６４｜ＡＶ
Ｃと略称する）に規定される符号化方式で符号化され、ＭＰＥＧ２システムズに従い多重
化されたビットストリームは、クリップＡＶストリーム（またはＡＶストリーム）と称さ
れる。クリップＡＶストリームは、所定のファイルシステムによりファイルとしてディス
クに記録される。このファイルを、クリップＡＶストリームファイル（またはＡＶストリ
ームファイル）と称する。
【００３７】
　クリップＡＶストリームファイルは、ファイルシステム上での管理単位であり、ユーザ
にとって必ずしも分かりやすい管理単位であるとは限らない。ユーザの利便性を考えた場
合、複数のクリップＡＶストリームファイルに分割された映像コンテンツを一つにまとめ
て再生する仕組みや、クリップＡＶストリームファイルの一部だけを再生する仕組み、さ
らには、特殊再生や頭出し再生を滑らかに行うための情報などをデータベースとしてディ
スクに記録しておく必要がある。
【００３８】
　図１は、この発明に適用可能なＡＶＣＨＤフォーマットに規定されるデータモデルを概
略的に示す。このＡＶＣＨＤフォーマットによれば、データ構造は、図１に示されるよう
に４層のレイヤよりなる。最も最下層のレイヤは、クリップＡＶストリームが配置される
レイヤである（便宜上、クリップレイヤと呼ぶ）。その上のレイヤは、クリップＡＶスト
リームに対する再生箇所を指定するための、プレイリスト(PlayList)と、プレイアイテム
(PlayItem)とが配置されるレイヤである（便宜上、プレイリストレイヤと呼ぶ）。さらに
その上のレイヤは、プレイリストに対して再生順などを指定するコマンドからなるムービ
ーオブジェクト(Movie Object)などが配置されるレイヤである（便宜上、オブジェクトレ
イヤと呼ぶ）。最上層のレイヤは、記録媒体に格納されるタイトルなどを管理するインデ
ックステーブルが配置される（便宜上、インデックスレイヤと呼ぶ）。
【００３９】
　クリップレイヤについて説明する。クリップＡＶストリームは、ビデオデータやオーデ
ィオデータがＭＰＥＧ２　ＴＳ（トランスポートストリーム）の形式などに多重化された
ビットストリームである。このクリップＡＶストリームに関する情報がクリップ情報(Cli
p Information)としてファイルに記録される。
【００４０】
　また、クリップＡＶストリームには、字幕を表示するグラフィクスストリームであるＯ
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Ｂストリーム(Overlay Bitmap stream)や、メニュー表示などに用いられるデータ（ボタ
ン画像データなど）をストリームにしたＭＢストリーム(Menu Bitmap stream)ストリーム
を多重化することができる。
【００４１】
　クリップＡＶストリームファイルと、対応するクリップ情報が記録されたクリップ情報
ファイルとをひとまとまりのオブジェクトと見なし、クリップ(Clip)と称する。すなわち
、クリップは、クリップＡＶストリームとクリップ情報とから構成される、一つのオブジ
ェクトである。
【００４２】
　ファイルは、一般的に、バイト列として扱われる。クリップＡＶストリームファイルの
コンテンツは、時間軸上に展開され、クリップ中のエントリーポイントは、主に時間ベー
スで指定される。所定のクリップへのアクセスポイントのタイムスタンプが与えられた場
合、クリップＡＶストリームファイルの中でデータの読み出しを開始すべきアドレス情報
を見つけるために、クリップ情報ファイルを用いることができる。
【００４３】
　プレイリストレイヤについて説明する。プレイリストは、再生するＡＶストリームファ
イルの指定と、指定されたＡＶストリームファイルの再生箇所を指定する再生開始点（Ｉ
Ｎ点）と再生終了点（ＯＵＴ点）の集まりとから構成される。この再生開始点と再生終了
点の情報を一組としたものは、プレイアイテム(PlayItem)と称される。プレイリストは、
プレイアイテムの集合で構成される。プレイアイテムを再生するということは、そのプレ
イアイテムに参照されるＡＶストリームファイルの一部分を再生するということになる。
すなわち、プレイアイテム中のＩＮ点およびＯＵＴ点情報に基づき、クリップ中の対応す
る区間が再生される。
【００４４】
　オブジェクトレイヤについて説明する。ムービーオブジェクトは、ナビゲーションコマ
ンドプログラムと、ムービーオブジェクトとを連携するターミナルインフォメーションを
含む。ナビゲーションプログラムは、プレイリストの再生を制御するためのコマンド（ナ
ビゲーションコマンド：navigation command）である。
【００４５】
　インデックスレイヤについて説明する。インデックスレイヤは、インデックステーブル
(Index Table)からなる。インデックステーブルは、記録媒体に記録されたコンテンツの
タイトルを定義する、トップレベルのテーブルである。インデックステーブルに格納され
ているタイトル情報に基づき、プレーヤに常駐されるシステムソフトウェア中のモジュー
ルマネージャにより記録媒体の再生が制御される。
【００４６】
　すなわち、図２に概略的に示されるように、インデックステーブル中の任意のエントリ
は、タイトルと称され、インデックステーブルにエントリされるファーストプレイバック
タイトル(First PlaybackTitle)、メニュータイトル(MenuTitle)およびムービータイトル
(MovieTitle)＃１、＃２、・・・は、全てタイトルである。各タイトルは、ムービーオブ
ジェクトに対するリンクを示す。
【００４７】
　理解を容易とするため再生専用の記録媒体を例にとると、例えば、ファーストプレイバ
ックタイトルは、当該記録媒体に格納されるコンテンツが映画であれば、映画本編に先立
って映出される映画会社の宣伝用映像（トレーラ）に対応する。メニュータイトルは、例
えばコンテンツが映画である場合、本編再生、チャプタサーチ、字幕や言語設定、特典映
像再生などを選択するためのメニュー画面に対応する。また、ムービータイトルは、メニ
ュータイトルから選択される各映像である。タイトルがさらにメニュー画面であるような
構成も可能である。
【００４８】
　図３は、上述のようなクリップＡＶストリーム、クリップ情報(Stream Attributes)、
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クリップ、プレイアイテムおよびプレイリストの関係を示すＵＭＬ(Unified Modeling La
nguage)図である。プレイリストは、１または複数のプレイアイテムに対応付けられ、プ
レイアイテムは、１のクリップに対応付けられる。１のクリップに対して、それぞれ開始
点および／または終了点が異なる複数のプレイアイテムを対応付けることができる。１の
クリップから１のクリップＡＶストリームファイルが参照される。同様に、１のクリップ
から１のクリップ情報ファイルが参照される。また、クリップＡＶストリームファイルと
クリップ情報ファイルとは、１対１の対応関係を有する。このような構造を定義すること
により、クリップＡＶストリームファイルを変更することなく、任意の部分だけを再生す
る、非破壊の再生順序指定を行うことが可能となる。
【００４９】
　また、図４のように、複数のプレイリストから同一のクリップを参照することもできる
。また、１のプレイリストから複数のクリップを指定することもできる。クリップは、プ
レイリスト中のプレイアイテムに示されるＩＮ点およびＯＵＴ点により、参照される。図
４の例では、クリップ３００は、プレイリスト３１０のプレイアイテム３２０から参照さ
れると共に、プレイリスト３１１を構成するプレイアイテム３２１および３２２のうちプ
レイアイテム３２１から、ＩＮ点およびＯＵＴ点で示される区間が参照される。また、ク
リップ３０１は、プレイリスト３１１のプレイアイテム３２２からＩＮ点およびＯＵＴ点
で示される区間が参照されると共に、プレイリスト３１２のプレイアイテム３２３および
３２４のうち、プレイアイテム３２３のＩＮ点およびＯＵＴ点で示される区間が参照され
る。図４の例では、クリップ３０１は、さらに別のプレイリストからも参照されている。
【００５０】
　次に、ＡＶＣＨＤフォーマットによる、記録媒体に記録されるファイルの管理構造につ
いて、図５を用いて説明する。ファイルは、ディレクトリ構造により階層的に管理される
。記録媒体上には、先ず、１つのディレクトリ（図５の例ではルート(root)ディレクトリ
）が作成される。このディレクトリの下が、１つの記録再生システムで管理される範囲と
する。
【００５１】
　ルートディレクトリの下に、ディレクトリ"BDMV"がおかれる。さらに、必要に応じてデ
ィレクトリ"AVCHDTN"が置かれる。ディレクトリ"AVCHDTN"には、例えばクリップの代表画
像を所定サイズに縮小したサムネイルファイルが置かれる。ディレクトリ"BDMV"に、図１
を用いて説明したデータ構造が格納される。
【００５２】
　ディレクトリ"BDMV"の直下には、ファイルは、ファイル"index.bdmv"およびファイル"M
ovieObject.bdmv"の２つのみを置くことができる。また、ディレクトリ"BDMV"の下に、デ
ィレクトリ"PLAYLIST"、ディレクトリ"CLIPINF"、ディレクトリ"STREAM"およびディレク
トリ"BACKUP"が置かれる。ディレクトリ"BACKUP"は、各ディレクトリおよびファイルのバ
ックアップが格納される。
【００５３】
　ファイル"index.bdmv"は、ディレクトリBDMVの内容について記述される。すなわち、こ
のファイル"index.bdmv"が上述した最上層のレイヤであるインデックスレイヤにおけるイ
ンデックステーブルに対応する。また、ファイルMovieObject.bdmvは、１つ以上のムービ
ーオブジェクトの情報が格納される。すなわち、このファイル"MovieObject.bdmv"が上述
したオブジェクトレイヤに対応する。
【００５４】
　ディレクトリ"PLAYLIST"は、プレイリストのデータベースが置かれるディレクトリであ
る。すなわち、ディレクトリ"PLAYLIST"は、プレイリストに関するファイルであるファイ
ル"xxxxx.mpls"を含む。ファイル"xxxxx.mpls"は、プレイリストのそれぞれに対して作成
されるファイルである。ファイル名において、"."（ピリオド）の前の"xxxxx"は、５桁の
数字とされ、ピリオドの後ろの"mpls"は、このタイプのファイルに固定的とされた拡張子
である。
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【００５５】
　ディレクトリ"CLIPINF"は、クリップのデータベースが置かれるディレクトリである。
すなわち、ディレクトリCLIPINF"は、クリップＡＶストリームファイルのそれぞれに対す
るクリップインフォメーションファイルであるファイル"zzzzz.clpi"を含む。ファイル名
において、"."（ピリオド）の前の"zzzzz"は、５桁の数字とされ、ピリオドの後ろの"clp
i"は、このタイプのファイルに固定的とされた拡張子である。
【００５６】
　ディレクトリ"STREAM"は、実体としてのＡＶストリームファイルが置かれるディレクト
リである。すなわち、ディレクトリ"STREAM"は、クリップインフォメーションファイルの
それぞれに対応するクリップＡＶストリームファイルを含む。クリップＡＶストリームフ
ァイルは、ＭＰＥＧ２(Moving Pictures Experts Group 2)のトランスポートストリーム
（以下、ＭＰＥＧ２　ＴＳと略称する）からなり、ファイル名が"zzzzz.m2ts"とされる。
ファイル名において、ピリオドの前の"zzzzz"は、対応するクリップインフォメーション
ファイルと同一することで、クリップインフォメーションファイルとこのクリップＡＶス
トリームファイルとの対応関係を容易に把握することができる。
【００５７】
　なお、ディレクトリ"AVCHDTN"は、２種類のサムネイルファイル"thumbnail.tidx"およ
び"thumbnail.tdt2"を置くことができる。サムネイルファイル"thumbnail.tidx"は、所定
の方式で暗号化されたサムネイル画像が格納される。サムネイルファイル"thumbnail.tdt
2"は、暗号化されていないサムネイル画像が格納される。例えばビデオカメラでユーザが
撮影したクリップに対応するサムネイル画像は、コピーフリーであって暗号化する必要が
無いと考えられるため、このサムネイルファイル"thumbnail.tdt2"に格納される。
【００５８】
　図５で示した各ファイルのうち、この発明に関わりの深いものについて、より詳細に説
明する。先ず、ディレクトリ"BDMV"の直下に置かれるファイル"index.bdmv"について説明
する。図６は、このファイル"index.bdmv"の一例の構造を表すシンタクスを示す。ここで
は、シンタクスをコンピュータ装置などのプログラムの記述言語として用いられるＣ言語
の記述法に基づき示す。これは、他のシンタクスを表す図において、同様である。
【００５９】
　図６において、フィールドTypeIndicatorは、３２ビットのデータ長を有し、このファ
イルがインデックステーブルであることを示す。フィールドTypeIndicator2は、３２ビッ
トのデータ長を有し、このファイル"index.bdmv"のバージョンを示す。フィールドIndexe
sStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタクス内にあるブロックblkIn
dexes()の開始アドレスを示す。
【００６０】
　フィールドExtensionDataStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタ
クス内にあるブロックblkExtensionData()の開始アドレスを示す。ブロックblkExtension
Data()は、所定の拡張データを格納可能とするためのブロックである。フィールドExtens
ionDataStartAddressは、このファイル"index.bdmv"の最初のバイトからの相対バイト数
で、ブロックblkExtensionData()の開始アドレスを示す。相対バイト数は、"０"から開始
される。若し、このフィールドExtensionDataStartAddressの値が"０"であれば、このフ
ァイル"index.bdmv"内に、ブロックblkExtensionData()が存在しないことを示す。
【００６１】
　フィールドExtensionDataStartAddressに続けて、データ長が１９２バイトの領域reser
vedが配される。なお、領域reservedは、バイトアライメントや、将来的なフィールドの
追加などのための領域である。これは、以下の説明においても同様である。ブロックblkA
ppInfoBDMV()は、コンテンツ制作者が任意の情報を記述できるブロックであって、プレー
ヤの動作などには影響を与えない。
【００６２】
　ブロックblkIndexes()は、このファイル"index.bdmv"の実質的な内容であって、このフ
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ァイル"index.bdmv"に記述された内容により、ディスクをプレーヤに装填した際に再生さ
れるファーストプレイバックや、トップメニューから呼び出されるタイトル（ムービーオ
ブジェクト）が指定される。インデックステーブルにより呼び出されたムービーオブジェ
クト等に記述されたコマンドに基づき、後述するプレイリストファイルが読み込まれる。
【００６３】
　図７は、ブロックblkIndexes()の一例の構造を表すシンタクスを示す。フィールドLeng
thは、３２ビットのデータ長を有し、このフィールドLength直後からこのブロックblkInd
exes()の終わりまでのデータ長を示す。続けて、ブロックFirstPlaybackTitle()およびブ
ロックMenuTitle()が配される。
【００６４】
　ブロックFirstPlaybackTitle()は、ファーストプレイバックで用いられるオブジェクト
に関する情報が記述される。ブロックFirstPlaybackTitle()は、１ビットのデータ長を有
する領域reservedに続けて固定値"1"が記述される。さらに３１ビットのデータ長を有す
る領域reservedを介して固定値"1"が記述される。そして、１４ビットのデータ長を有す
る領域reservedを介して、１６ビットのデータ長を有するフィールドFirstPlaybackTitle
MobjIDRefが配される。このフィールドFirstPlaybackTitleMobjIDRefにより、ファースト
プレイバックタイトルで用いられるムービーオブジェクトのＩＤを示す。
【００６５】
　ムービーオブジェクトのＩＤは、例えば、図８および図９を用いて後述するムービーオ
ブジェクトのシンタクスに基づき、ムービーオブジェクトのforループ文においてループ
変数として用いられる値mobj_idで示される。この例では、フィールドFirstPlaybackTitl
eMobjIDRefは、参照するムービーオブジェクトに対応する値mobj_idが格納される。
【００６６】
　なお、ブロックblkIndexes()におけるブロックFirstPlaybackTitle()内のフィールドFi
rstPlaybackTitleMobjIDRefは、トップメニューのムービーオブジェクトを指していても
よいし、タイトルを指していてもよい。
【００６７】
　ブロックMenuTitle()は、トップメニューで用いられるオブジェクトに関する情報が記
述される。ブロックMenuTitle()は、１ビットのデータ長を有する領域reservedに続けて
固定値"1"が記述される。さらに３１ビットのデータ長を有する領域reservedを介して固
定値"1"が記述される。そして、１４ビットのデータ長を有する領域reservedを介して、
１６ビットのデータ長を有するフィールドMenuTitleMobjIDRefが配される。フィールドMe
nuTitleMobjIDRefは、メニュータイトルで用いられるムービーオブジェクトのＩＤを示す
。
【００６８】
　ブロックMenuTitle()の次のフィールドNumberOfTitlesは、１６ビットのデータ長を有
し、ユーザが選択、再生可能なタイトルの数を示す。次のforループ文に従い、このフィ
ールドNumberOfTitlesに示される回数だけ、値title_idを引数として、ブロックMovieTit
le[title_id]()が記述される。ブロックMovieTitle[title_id]()は、タイトル毎の情報が
記述される。値title_idは、"０"からフィールドNumberOfTitlesで示される値までの数値
であり、タイトルを識別する。
【００６９】
　ブロックMovieTitle[title_id]()において、１ビットのデータ長を有する領域reserved
を介して固定値"1"が記述され、さらに、４６ビットのデータ長を有する領域reservedを
介してフィールドMovieTitleMobjIDRefが記述される。フィールドMovieTitleMobjIDRefは
、１６ビットのデータ長を有し、このタイトルで用いられるムービーオブジェクトのＩＤ
を示す。フィールドMovieTitleMobjIDRefの後ろに、３２ビットのデータ長を有する領域r
eservedが配される。
【００７０】
　図８は、ディレクトリ"BDMV"の直下に置かれるファイル"MovieObject.bdmv"の一例の構
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造を表すシンタクスを示す。フィールドTypeIndicatorは、３２ビット（４バイト）のデ
ータ長を有し、このファイルがファイル"MovieObject.bdmv"であることを示す。フィール
ドTypeIndicatorは、ＩＳＯ(International Organization for Standarization)６４６に
規定された符号化方式で符号化した４文字からなる文字列が記述される。この図８の例で
は、フィールドtype_indicatiorにＩＳＯ６４６に既定の方式で符号化された４文字の文
字列"MOBJ"が記述され、このファイルがファイル"MovieObject.bdmv"であることが示され
る。
【００７１】
　フィールドTypeIndicator2は、３２ビット（４バイト）のデータ長を有し、このファイ
ル"MovieObject.bdmv"のバージョン番号を示す。このファイル"MovieObject.bdmv"では、
フィールドTypeIndicator2は、ＩＳＯ６４６に規定された符号化方式で符号化した４文字
の文字列"0100"でなければならない。
【００７２】
　フィールドExtensionDataStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタ
クス内にあるブロックblkExtensionData()の開始アドレスを示す。フィールドExtensionD
ataStartAddressは、このファイル"MovieObject.bdmv"の最初のバイトからの相対バイト
数で、ブロックblkExtensionData()の開始アドレスを示す。相対バイト数は、"０"から開
始される。若し、このフィールドExtensionDataStartAddressの値が"０"であれば、この
ファイル"MovieObject.bdmv"内に、ブロックblkExtensionData()が存在しないことを示す
。
【００７３】
　なお、この図８に示すシンタクス内のフィールドpadding_wordは、１６ビットのデータ
長を有し、このファイル"MovieObject.bdmv"のシンタクスに従いforループ文に値N1また
は値N2で示される回数だけ挿入される。値N1または値N2は、"０"または任意の正の整数で
ある。また、フィールドpadding_wordは、任意の値を用いることができる。
【００７４】
　フィールドExtensionDataStartAddressに続けてデータ長が２２４ビットの領域reserve
dが配され、その次に、このファイル"MovieObject.bdmv"の本体であるブロックblkMovieO
bjects()が格納される。
【００７５】
　図９は、ブロックblkMovieObjects()の一例の構造を表すシンタクスを示す。フィール
ドLengthは、３２ビットのデータ長を有し、このフィールドLengthの直後からこのブロッ
クblkMovieObjects()の終わりまでのデータ長を示す。３２ビットのデータ長を有する領
域reservedを介してフィールドNumberOfMobjsが配される。フィールドNumberOfMobjsは、
直後のforループ文に従い格納されるムービーオブジェクトの数を示す。forループ文のル
ープ変数として用いられる値mobj_idで、ムービーオブジェクトが一意に特定される。値m
obj_idは、"０"から始まる値で、ムービーオブジェクトは、forループ文中に記述される
順序により定義される。
【００７６】
　forループ文中のブロックTerminalInfo()は、固定値"1"が記述され、次に１５ビットの
データ長を有する領域reservedが配される。その次に、１６ビットのデータ長を有するフ
ィールドNumberOfNavigationCommands[mobj_id]が配される。このフィールドNumberOfNav
igationCommands[mobj_id]は、値mobj_idによって指し示されるムービーオブジェクトMov
ieObject[mobj_id]()に含まれるナビゲーションコマンド(NavigationCommand)の数を表す
。
【００７７】
　次の、値command_idをループ変数とするforループ文により、フィールドNumberOfNavig
ationCommands[mobj_id]に示される数だけ、ナビゲーションコマンドが記述される。すな
わち、このforループ文中に配されるフィールドNavigationCommand[mobj_id][command_id
]は、値mobj_idによって指し示されるブロックMovieObject[mobj_id]()に含まれる、値co
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mmand_idで示される順番のナビゲーションコマンドNavigationCommandを格納する。値com
mand_idは、０から始まる値で、ナビゲーションコマンドNavigationCommandは、このfor
ループ文中に記述される順序で定義される。
【００７８】
　図１０は、プレイリストファイル"xxxxx.mpls"の一例の構造を表すシンタクスを示す。
フィールドTypeIndicatorは、３２ビット（４バイト）のデータ長を有し、このファイル
がプレイリストファイルであることを示す。フィールドTypeIndicator2は、３２ビット（
４バイト）のデータ長を有し、このプレイリストファイルのバージョンを示す。フィール
ドPlayListStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタクス中のブロック
blkPlayList()の開始アドレスを示す。
【００７９】
　フィールドPlayListMarkStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタク
ス中のブロックblkPlayListMark()の開始アドレスを示す。フィールドExtensionDataStar
tAddressは、３２ビットのデータ長を有し、このシンタクス中のブロックblkExtensionDa
ta()の開始アドレスを示す。フィールドExtensionDataStartAddressは、ブロックblkExte
nsionData()の開始アドレスを、ファイル"xxxxx.mpls"の最初のバイトからの相対バイト
数を表した値である。相対バイト数は、"０"から開始される。若し、このフィールドExte
nsionDataStartAddressの値が"０"であれば、このファイル"xxxxx.mpls"内に、ブロックb
lkExtensionData()が存在しないことを示す。
【００８０】
　１６０ビットのデータ長を有する領域reservedを介してブロックblkAppInfoPlayList()
が配される。ブロックblkAppInfoPlayList()は、次のブロックblkPlayList()に記述され
るプレイリストのタイプ、再生制限などの情報が記述される。ブロックblkPlayList()は
、プレイリストが記述される。ブロックblkPlayListMark()は、チャプタジャンプなどで
ジャンプされるポイントが記述される。ブロックblkExtensionData()は、所定の拡張デー
タを格納可能とするためのブロックである。
【００８１】
　図１１は、ブロックblkPlayList()の一例の構造を表すシンタクスを示す。フィールドL
engthは、３２ビットのデータ長を有し、このフィールドLengthの直後からブロックblkPl
ayList()の最後までのデータ長を示す。フィールドLengthに続けて１６ビットのデータ長
を有する領域reservedが配され、次にフィールドNumberOfPlayItemsが配される。フィー
ルドNumberOfPlayItemsは、１６ビットのデータ長を有し、このブロックblkPlayList()に
含まれるプレイアイテムの数を示す。フィールドNumberOfSubPathは、このブロックblkPl
ayList()に含まれるサブパスの数を示す。
【００８２】
　次のforループ文に従い、フィールドNumberOfPlayItemsで示される数だけ、プレイアイ
テムが記述されるブロックblkPlayItem()が記述される。forループ文に基づくカウント数
がブロックblkPlayItem()の識別子PlayItem_idとなる。さらに次のforループ文に従い、
フィールドNumberOfSubPathで示される数だけ、ブロックblkSubPath()が記述される。for
ループ文に基づくカウント数がブロックblkSubPath()の識別子SubPath_idとなる。
【００８３】
　なお、サブパスは、主として再生されるプレイアイテムに対応するメインパスに対して
、サブプレイアイテムに対応して持つことができる。サブパスは、例えば、アフレコ用の
オーディオデータの指定や、２枚の映像を合成する際に、プレイアイテムで指定されるク
リップと同期して再生する副映像を指定するといった目的で用いられる。
【００８４】
　図１２は、ブロックblkPlayItem()の一例の構造を表すシンタクスを示す。フィールドL
engthは、１６ビットのデータ長を有し、このフィールドLengthの直後からブロックblkPl
ayItem()の最後までのデータ長を示す。
【００８５】
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　フィールドClipInformationFileNameは、４０ビット（５バイト）のデータ長を有し、
このブロックblkPlayItem()が参照するクリップインフォメーションファイルのファイル
名が示される。このプレイアイテムにおいて、フィールドClipInformationFileNameで示
されるファイル名のクリップインフォメーションファイルが読み出される。フィールドCl
ipCodecIdentifierは、３２ビット（４バイト）のデータ長を有し、このブロックblkPlay
Item()によるプレイアイテムにおいて用いられるクリップＡＶストリームのコーデック方
式を示す。
【００８６】
　１２ビットのデータ長を有する領域reservedを介して、フィールドConnectionConditio
nが配される。フィールドConnectionConditionは、４ビットのデータ長を有し、クリップ
間の接続状態に関する情報を示す。記録用途の記録媒体に対しては、フィールドConnecti
onConditionの値として"１"、"５"または"６"が用いられる。フィールドConnectionCondi
tionの値が"１"で、そのプレイアイテムから参照されているクリップと手前のプレイアイ
テムから参照されているクリップとがシームレス接続しないことを示し、フィールドConn
ectionConditionの値が"５"または"６"で、そのプレイアイテムから参照されているクリ
ップと手前のプレイアイテムから参照されているクリップとがシームレス接続することを
示す。なお、シームレス接続とは、クリップと次のクリップとがフレームタイミングで連
続的に再生されるように、クリップ間の再生制御を行うことをいう。
【００８７】
　フィールドConnectionConditionの値が"５"で、当該プレイアイテムが参照するクリッ
プにおいて、オーディオデータの記録長がビデオデータの記録長に対して長くされる（図
１３Ａ参照）。これにより、クリップとクリップとを接続する際に、オーディオデータの
フェイドアウト処理が可能とされる。例えば、ユーザによる記録停止操作によりクリップ
がクローズされる場合に、フィールドConnectionConditionの値が"５"とされる。以下、
このフィールドConnectionConditionの値が"５"で示されるクリップの接続方法を、第１
のシームレス接続と呼ぶ。
【００８８】
　フィールドConnectionConditionの値が"６"で、当該プレイアイテムが参照するクリッ
プにおいて、オーディオデータの記録長がビデオデータの記録長に対して同じにされる（
図１３Ｂ参照）。これにより、クリップとクリップとの接続をシームレスに行うことが可
能とされる。例えば、ユーザ操作に応じた記録停止以外の理由、例えばシステム要因に基
づきクリップがクローズされる場合に、フィールドConnectionConditionの値が"６"とさ
れる。以下、このフィールドConnectionConditionの値が"６"で示されるクリップの接続
方法を、第２のシームレス接続と呼ぶ。
【００８９】
　フィールドRefToSTCIDは、８ビットのデータ長を有し、システムタイムベース（ＳＴＣ
）の不連続点に関する情報を示す。フィールドINTimeおよびフィールドOUTTimeは、それ
ぞれ３２ビットのデータ長を有し、メインクリップＡＶストリームの再生範囲を示す。フ
ィールドINTimeが開始点（ＩＮ点）を示し、フィールドOUTTimeが終了点（ＯＵＴ点）を
示す。
【００９０】
　ブロックblkUOMaskTable()は、ユーザ入力の受付制限が設定されるテーブルである。１
ビットのデータ長を有するフラグPlayItemRandomAccessFlagは、このブロックblkPlayIte
m()によるプレイアイテムに対してランダムアクセスを許可するか否かを規定する。続け
て、７ビットのデータ長を有する領域reservedを介してフィールドStillModeが配される
。フィールドStillModeは、８ビットのデータ長を有し、ブロックblkPlayItem()によるプ
レイアイテムにおいて、最後に表示した映像を静止画として表示させるか否かを示す。フ
ィールドStillModeの値が"0x01"（バイナリ）であれば、if文に基づき、１６ビットのデ
ータ長を有するフィールドStillTimeにより静止時間が示される。フィールドStillModeの
値が"0x01"以外であれば、当該１６ビットのデータ長を有する領域が領域reservedとされ
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る。
【００９１】
　なお、数値の記述において"0x"は、その数値が１６進表記されていることを示す。これ
は、以下の同様な表記について共通である。
【００９２】
　ブロックblkSTNTable()は、このブロックblkPlayItem()によるプレイアイテムが管理し
ているクリップＡＶストリームの属性、ＰＩＤ番号、記録媒体上での記録位置などが管理
される。
【００９３】
　図１４は、ブロックblkPlayListMark()の一例の構造を表すシンタクスを示す。フィー
ルドLengthは、３２ビットのデータ長を有し、このフィールドLengthの直後からブロック
blkPlayListMark()の最後までのデータ長を示す。
【００９４】
　フィールドNumberOfPlayListMarksは、１６ビットのデータ長を有し、このブロックblk
PlayListMark()に含まれるプレイリストマークの数を示す。次のforループ文に従い、フ
ィールドNumberOfPlayListMarksで示される数だけプレイリストマークの情報が記述され
る。
【００９５】
　forループ文内において、８ビットのデータ長を有する領域reserveに続けてフィールド
MarkTypeが配される。フィールドMarkTypeは、８ビットのデータ長を有し、マークのタイ
プを示す。プレイリストマークには、エントリマーク(Entry Mark)およびリンクポイント
(Link Point)の２タイプが定義されており、このフィールドMarkTypeにより、何れのタイ
プであるかが示される。チャプタを定義するためには、エントリマークを用いる。リンク
ポイントは、この発明と関連性が薄いので、説明を省略する。上述したフィールドNumber
OfPlayListMarksは、エントリマークおよびリンクポイントを合計した値を示す。
【００９６】
　フィールドRefToPlayItemIDは、１６ビットのデータ長を有し、マークが打たれるプレ
イアイテムを参照する識別情報PlayItem_idが記述される。フィールドMarkTimeStampは、
３２ビットのデータ長を有し、マークが打たれるポイントを示すタイムスタンプが記述さ
れる。フィールドEntryESPIDは、１６ビットのデータ長を有し、マークによって指し示さ
れるエレメンタリストリームを含んでいるＴＳパケットのＰＩＤの値を示す。フィールド
Durationは、４５ｋＨｚのクロックを単位とした計測による、３２ビットのデータ長を有
する符号無し整数である。このフィールドDurationに格納される値が"０"であれば、この
フィールドDurationは、意味を成さない。
【００９７】
　図１５は、クリップインフォメーションファイルの一例の構造を表すシンタクスを示す
。フィールドTypeIndicatorは、３２ビット（４バイト）のデータ長を有し、このファイ
ルがクリップインフォメーションファイルであることを示す。フィールドTypeIndicator2
は、３２ビット（４バイト）のデータ長を有し、このクリップインフォメーションファイ
ルのバージョンを示す。
【００９８】
　このクリップインフォメーションファイルは、ブロックblkClipInfo()、ブロックblkSe
quenceInfo()、ブロックblkProgramInfo()、ブロックblkCPI()、ブロックblkClipMark()
およびブロックblkExtensionData()を有し、それぞれ３２ビットのデータ長を有するフィ
ールドSequenceInfoStartAddress、フィールドProgramInfoStartAddress、フィールドCPI
StartAddress、フィールドClipMarkStartAddressおよびフィールドExtensionDataStartAd
dressは、各々対応するブロックの開始アドレスを示す。
【００９９】
　フィールドExtensionDataStartAddressは、このクリップインフォメーションファイル
の最初のバイトからの相対バイト数で、ブロックblkExtensionData()の開始アドレスを示
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す。相対バイト数は、"０"から開始される。若し、このフィールドExtensionDataStartAd
dressの値が"０"であれば、このファイル"index.bdmv"内に、ブロックblkExtensionData(
)が存在しないことを示す。
【０１００】
　ブロックblkClipInfo()は、これらの開始アドレスを示すフィールドに続く、９６ビッ
トのデータ長を有する領域reservedの次から開始される。ブロックblkClipInfo()は、こ
のクリップインフォメーションファイルが管理するクリップＡＶストリームに関する情報
が記述される。ブロックblkSequenceInfo()は、ＳＴＣやＡＴＣ（アライバルタイムベー
ス）が連続しているシーケンスをまとまりとして管理する情報が記述される。ブロックbl
kProgramInfo()は、このクリップインフォメーションファイルに管理されるクリップＡＶ
ストリームの符号化方式、クリップＡＶストリーム中のビデオデータのアスペクト比など
の情報が記述される。ブロックblkCPI()は、ランダムアクセス開始点などの、ＡＶストリ
ーム中の特徴的な箇所を表す特徴点情報ＣＰＩに関する情報が格納される。
【０１０１】
　また、ブロックblkClipMark()は、チャプタ位置などの、クリップに付された頭出しの
ためのインデックス点（ジャンプポイント）が記述される。ブロックblkExtensionData()
は、拡張データを格納することができる領域である。なお、クリップインフォメーション
ファイル内のブロックblkClipMark()およびブロックblkSequenceInfo()は、この発明との
関連性が薄いので、詳細な説明を省略する。
【０１０２】
　図１６は、クリップインフォメーションファイルにおけるブロックblkCPI()の一例の構
造を表すシンタクスを示す。ＭＰＥＧストリームのような、フレーム間圧縮を行っている
符号化ストリームにおいては、デコード開始可能な箇所は、ＧＯＰ(Group Of Picture)の
先頭など一部の箇所に限定されていることが多い。ＣＰＩ(Characteristic Point Inform
ation)とは、そのデコード可能な開始点の位置の情報を集めたデータベースで、再生時刻
と、ファイル内アドレスとが対応付けられたテーブルになっている。すなわち、ＣＰＩは
、デコード単位の先頭位置を示す情報がテーブル化されている。
【０１０３】
　このようにデータベースを定めることで、例えば、任意の時刻から再生したい場合、再
生時刻を元にＣＰＩを参照することによって再生位置のファイル内アドレスがわかる。こ
のアドレスは、デコード単位の先頭となっているため、プレーヤは、そこからデータを読
み出してデコードし、素早く画像を表示することができる。
【０１０４】
　なお、このＣＰＩに格納される、デコード単位の先頭位置（この例ではＧＯＰの先頭位
置）を、ＥＰ(Entry Point)エントリと称する。
【０１０５】
　図１６において、フィールドLengthは、３２ビットのデータ長を有し、このフィールド
Lengthの直後からブロックblkCPI()の最後までのデータ長を示す。次のif文に従い、フィ
ールドLengthの値が０でなければ、１２ビットのデータ長を有する領域reservedを介して
フィールドCPITypeが配される。フィールドCPITypeは、４ビットのデータ長を有し、ＣＰ
Ｉの種類を示す。次のブロックblkEPMap()は、対応するクリップＡＶストリームファイル
におけるＰＴＳ値とバイトアドレスとの関連付けを行うテーブルが格納される。
【０１０６】
　図１７は、ブロックblkEPMap()の一例の構造を表すシンタクスを示す。８ビットのデー
タ長を有する領域reservedを介してフィールドNumberOfStreamPIDEntriesが配される。フ
ィールドNumberOfStreamPIDEntriesは、８ビットのデータ長を有し、ブロックblkEPMap()
におけるブロックblkEPMapForOneStreamPIDのエントリ数を示す。forループ文に従い、値
[k]をループ変数として、フィールドNumberOfStreamPIDEntriesに示される数だけ、エン
トリポイントに関する情報が記述される。
【０１０７】
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　forループ文内において、フィールドStreamPID[k]は、１６ビットのデータ長を有し、
ブロックblkEPMap()の中で[k]番目にエントリされるブロックblkEPMapForOneStreamPID（
以下、[k]番目のブロックblkEPMapForOneStreamPIDと記述する）によって参照されるエレ
メンタリストリームを伝送するトランスポートパケットのＰＩＤの値を示す。
【０１０８】
　１０ビットのデータ長を有する領域reservedを介してフィールドEPStreamType[k]が配
される。フィールドEPStreamType[k]は、４ビットのデータ長を有し、[k]番目のブロック
blkEPMapForOneStreamPIDによって参照されるエレメンタリストリームのタイプを示す。
フィールドNumberOfEPCoarseEntries[k]は、１６ビットのデータ長を有し、[k]番目のブ
ロックblkEPMapForOneStreamPIDの中にある粗い検索用のサブテーブル(EP coarse table)
のエントリ数を示す。フィールドNumberOfEPFineEntries[k]は、１８ビットのデータ長を
有し、[k]番目のブロックblkEPMapForOneStreamPIDの中にある精密な検索用のサブテーブ
ル(EP fine table)のエントリ数を示す。フィールドEPMapForOneStreamPIDStartAddress[
k]は、３２ビットのデータ長を有し、ブロックblkEPMap()の中で[k]番目のブロックblkEP
MapForOneStreamPIDが始まる相対バイト位置を示す。この値は、ブロックblkEPMap()の第
１バイト目からのバイト数で示される。
【０１０９】
　上述のforループ文による記述の後、１６ビットの整数倍のデータ長を有するパディン
グワードを挟んで記述されるforループ文に従い、値[k]をループ変数として、フィールド
NumberOfStreamPIDEntriesに示される数だけ、ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EPStre
amType[k], NumberOfEPCoarseEntries[k], NumberOfEPFineEntries[k])が格納される。す
なわち、引数NumberOfEPCoarseEntries[k]は、サブテーブル(EP coarse table)に格納さ
れるエントリPTSEPCoarseおよびエントリSPNEPCoarseの数を示す。同様に、引数NumberOf
EPFineEntries[k]は、サブテーブル(EP fine table)に格納されるエントリPTSEPFineおよ
びエントリSPNEPFineの数を示す。以下では、引数NumberOfEPCoarseEntries[k]および引
数NumberOfEPFineEntries[k]を、それぞれ適宜、エントリ数Ncおよびエントリ数Nfと呼ぶ
。
【０１１０】
　図１８は、ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EP_stream_type, Nc, Nf)の一例の構造
を表すシンタクスを示す。ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EP_stream_type, Nc, Nf)
のセマンティクスを説明するために、先ず、ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EP_strea
m_type, Nc, Nf)に格納されるデータの元となるエントリである、エントリPTSEPStartお
よびエントリSPNEPStartの意味について説明する。
【０１１１】
　エントリPTSEPStartと、エントリPTSEPStartに関連付けられたエントリSPNEPStartは、
それぞれＡＶストリーム上のエントリポイントを指す。そして、エントリPTSEPFineと、
エントリPTSEPFineに関連付けられたエントリPTSEPCoarseは、同一のエントリPTSEPStart
から導かれる。また、エントリSPNEPFineと、エントリSPNEPFineに関連付けられたエント
リSPNEPCoarseは、同一のエントリSPNEPStartから導かれる。
【０１１２】
　図１９は、エントリPTSEPCoarseおよびエントリPTSEPFineの一例のフォーマットについ
て示す。ＰＴＳすなわちエントリPTSEPStartは、データ長が３３ビットの値である。ＭＳ
Ｂのビットを第３２ビット、ＬＳＢのビットを第０ビットとするとき、この図１９の例で
は、大まかな単位で検索を行う際に用いられるエントリPTSEPCoarseは、エントリPTSEPSt
artの第３２ビットから第１９ビットまでの１４ビットが用いられる。エントリPTSEPCoar
seにより、解像度が５．８秒で、２６．５時間までの範囲で検索が可能である。また、よ
り精密な検索を行うためのエントリPTSEPFineは、エントリPTSEPStartの第１９ビットか
ら第９ビットまでの１１ビットが用いられる。エントリPTSEPFineにより、解像度が５．
７ミリ秒で、１１．５秒までの範囲で検索が可能である。なお、第１９ビットは、エント
リPTSEPCoarseとエントリPTSEPFineとで共通して用いられる。また、ＬＳＢ側の第０ビッ
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トから第８ビットまでの９ビットは、用いられない。
【０１１３】
　図２０は、エントリSPNEPCoarseおよびエントリSPNEPFineの一例のフォーマットについ
て示す。ソースパケット番号すなわちエントリSPNEPStartは、データ長が３２ビットの値
である。ＭＳＢのビットを第３１ビット、ＬＳＢのビットを第０ビットとするとき、この
図２０の例では、大まかな単位で検索を行う際に用いられるエントリSPNEPCoarseは、エ
ントリSPNEPStartの第３１ビットから第０ビットまでの全てのビットが用いられる。また
、より精密な検索を行うためのエントリSPNEPFineは、エントリSPNEPStartの第１６ビッ
トから第０ビットまでの１７ビットが用いられる。エントリSPNEPFineにより、例えば略
２５ＭＢ(Mega Byte)のＡＶストリームファイルまでの範囲で、検索が可能である。
【０１１４】
　なお、ソースパケット番号の場合でも、エントリSPNEPCoarseとしてＭＳＢ側の所定ビ
ット数の値だけ用いるようにしてもよい。例えば、エントリSPNEPCoarseとして、エント
リSPNEPStartの第３１ビットから第１６ビットまでの１７ビットを用い、エントリSPNEPF
ineは、エントリSPNEPStartの第１６ビットから第０ビットまでの１７ビットを用いる。
【０１１５】
　上述に基づき、エントリPTSEPStartおよびエントリSPNEPStartは、次のように定義され
る。
【０１１６】
　エントリPTSEPStartは、図１９で示したように、データ長が３３ビットの符号無し整数
であり、ＡＶストリーム中で、ランダムアクセスが可能なピクチャ（例えばＩＤＲ(Insta
ntaneous Decoding Refresh)ピクチャやＩ(Intra)ピクチャ）から開始するビデオアクセ
スユニットの３３ビット長のＰＴＳを示す。
【０１１７】
　エントリSPNEPStartは、図２０で示したように、３２ビットの符号無し整数であり、エ
ントリPTSEPStartに関連付けられたビデオアクセスユニットの第１バイト目を含むソース
パケットの、ＡＶストリームの中でのアドレスを示す。エントリSPNEPStartは、ソースパ
ケット番号の単位で表され、ＡＶストリームファイル中の最初のソースパケットから、値
"０"を初期値として、ソースパケット毎に１ずつ増加する値としてカウントされる。
【０１１８】
　図１８を参照し、ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EP_stream_type, Nc, Nf)は、第
１のforループ文により大まかな単位での検索を行うためのサブテーブル(EP coarse tabl
e)が記述され、第２のforループ文によりサブテーブル(EP coarse table)の検索結果に基
づきより詳細な検索を行うためのサブテーブル(EP fine table)が記述される。
【０１１９】
　第１のforループ文の直前に、フィールドEPFineTableStartAddressが配される。フィー
ルドEPFineTableStartAddressは、３２ビットのデータ長を有し、最初の第２のforループ
におけるフィールドReservedEPFine[EP_fine_id]の第１バイト目の開始アドレスを、ブロ
ックblkEPMapForOneStreamPID(EP_stream_type, Nc, Nf)の第１バイト目からの相対バイ
ト数で示す。相対バイト数は、値"０"から開始する。
【０１２０】
　第１のforループ文は、ループ変数[i]で以て、サブテーブル(EP coarse table)のエン
トリ数Ncまで繰り返され、エントリ数Ncの組数だけフィールドRefToEPFineID[i]、エント
リPTSEPCoarse[i]およびエントリSPNEPCoarse[i]が格納される。第１のforループ文にお
いて、フィールドRefToEPFineID[i]は、１８ビットのデータ長を有し、フィールドRefToE
PFineID[i]に続くフィールドPTSEPCoarse[i]が示すエントリPTSEPCoarseに関連付けられ
るエントリPTSEPFineを持つ、サブテーブル(EP fine table)内のエントリ番号を示す。エ
ントリPTSEPFineと、このエントリPTSEPFineに関連付けられるエントリPTSEPCoarseとは
、同一のエントリPTSEPStartから導かれる。フィールドRefToEPFineID[i]は、第２のfor
ループ文中で記述される順番で定義されるループ変数[EP_fine_id]の値により与えられる
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。
【０１２１】
　第１のforループ文の後に、パディングワードを挟んで第２のforループ文による記述が
なされる。第２のforループ文は、ループ変数[EP_fine_id]で以て、サブテーブル(EP fin
e table)のエントリ数Nfまで繰り返され、エントリ数Nfの組数だけ、１ビットのデータ長
を有するフィールドReservedEPFine[EP_fine_id]と、３ビットのデータ長を有するフィー
ルドIEndPositionOffset[EP_fine_id]と、１１ビットのデータ長を有するフィールドPTSE
PFine[EP_fine_id]と、１７ビットのデータ長を有するフィールドSPNEPFine[EP_fine_id]
とが格納される。これらのうち、フィールドPTSEPFine[EP_fine_id]およびフィールドSPN
EPFine[EP_fine_id]は、ループ変数[EP_fine_id]に基づきサブテーブル(EP fine table)
から参照されるエントリPTSEPFineおよびエントリSPNEPFineそれぞれが格納される。
【０１２２】
　エントリPTSEPCoarseおよびエントリPTSEPFine、ならびに、エントリSPNEPCoarseおよ
びエントリSPNEPFineは、次のように導かれる。サブテーブル(EP fine table)に、関連す
るデータSPNEPStartの値の昇順に並んでいるNf個のエントリがあるとする。それぞれのエ
ントリPTSEPFineは、対応するエントリPTSEPStartから、次式（１）のように導かれる。
PTSEPFine[EP_fine_id]＝（PTSEPStart[EP_fine_id] >>９）／２11　・・（１）
【０１２３】
　エントリPTSEPCoarseと、対応するエントリPTSEPFineとの関係は、次式（２）、（３）
の通りである。
PTSEPCoarse[i]＝（PTSEPStart[RefToEPFineID[i]] >>１９）／２14　・・（２）
PTSEPFine[RefToEPFineID[i]]＝（PTSEPStart[RefToEPFineID[i]] >>９）／２11　・・（
３）
【０１２４】
　それぞれのエントリSPNEPFineは、対応するエントリSPNEPStartから、次式（４）のよ
うに導かれる。
SPNEPFine[EP_fine_id]＝SPNEPStart[EP_fine_id]／２17　・・（４）
【０１２５】
　エントリSPNEPCoarseと、対応するエントリSPNEPFineとの関係は、次式（５）、（６）
の通りである。
SPNEPCoarse[i]＝SPNEPStart[RefToEPFineID[i]]　・・（５）
SPNEPFine[RefToEPFineID[i]]＝SPNEPStart[RefToEPFineID[i]]／２17　・・（６）
【０１２６】
　なお、上述の式（１）～（６）において、記号「>>ｘ」は、データのＬＳＢ側からｘビ
ットを超える桁からビットを用いることを意味する。
【０１２７】
　次に、この発明の実施の一形態について説明する。この発明では、プレイリストに対し
てプレイリストマークを設けてクリップの分割編集を行う際に、プレイリストマークを設
ける位置に対応するＧＯＰがクローズドＧＯＰであれば、アドレス情報すなわちＧＯＰ境
界にプレイリストマークを設け、当該ＧＯＰがオープンＧＯＰであれば、再生時刻情報す
なわち上述したエントリPTSEPStart（図２０参照）で示される位置にプレイリストマーク
を設ける。
【０１２８】
　例えば、記録開始位置は、それ以前のＧＯＰの情報を用いることができないので、通常
はクローズドＧＯＰ構造となる。そのため、記録開始位置では、プレイリストマークをＧ
ＯＰ境界に設ける。記録開始位置以外では、プレイリストマークをエントリPTSEPStartで
示される位置に設ける。また、記録開始位置以外でも、プレイリストマークを設けようと
する位置に対応するＧＯＰがクローズドＧＯＰおよびオープンＧＯＰのうち何れであるか
が判別できれば、判別結果に応じて、ＧＯＰ境界またはエントリPTSEPStartのうち適合す
る方にプレイリストマークを設ける。
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【０１２９】
　このように制御することで、チャプタジャンプ時に、ジャンプ先でのデコード範囲を最
小限とすることが可能となると共に、チャプタ境界と本来の記録開始位置とが一致するよ
うにできる。
【０１３０】
　なお、この発明の実施の一形態では、チャプタ分割位置を指定するためのプレイリスト
マークは、全てタイプがエントリマークであるものとする。
【０１３１】
　以下、この発明の実施の一形態によるチャプタ分割について、より詳細に説明する。な
お、以下では、プレイリストマークの種類がエントリマークに固定的であるものとして説
明する。
【０１３２】
　先ず、チャプタは、ユーザから見える最小の再生区間単位であって、隣接するプレイリ
ストマークの間の区間を指す。ここで、プレイリストマークは、プレイリストで示される
最後尾の位置には設けなくてもよいとされる。また、プレイリストで示される先頭の位置
は、必ずプレイリストマークが設けられる。
【０１３３】
　さらに、この実施の一形態では、分割編集の時間的な粒度は、ＧＯＰ単位とする。また
、記録開始位置が含まれるＧＯＰ以外のＧＯＰは、オープンＧＯＰであるものとする。こ
れは、より高画質を実現するためである。
【０１３４】
　先ず、プレイリストに対してプレイリストマークを挿入する処理について説明する。図
２１は、上述したこの発明に適用可能なフォーマットにおける、プレイリスト以下の一例
のファイル構造を示す。この図２１の例では、プレイリスト＃１０は、それぞれ値PlayIt
em_id（図１１参照）で参照される３つのプレイアイテム＃０、＃１および＃２を含み、
プレイアイテム＃０および＃１がクリップ＃２０の区間をそれぞれ参照し、プレイアイテ
ム＃２がクリップ＃３１の区間を参照している。また、プレイリスト＃１１は、２つのプ
レイアイテム＃０および＃１を含み、これらプレイアイテム＃０および＃１がクリップ＃
３１の区間をそれぞれ参照している。
【０１３５】
　上述したように、プレイアイテムは、時刻情報を用いて、クリップを構成するクリップ
インフォメーションに含まれるブロックblkEPMap()に記述されるエントリポイントを参照
し、対応するクリップＡＶストリームファイル内のアドレスを指定する。これにより、プ
レイリストからクリップＡＶストリームファイルの部分を指定して所定の順序で再生させ
ることができる。
【０１３６】
　さらに、図２１の例では、プレイリスト＃１０において、４個のプレイリストマークＰ
ＬＭ＃０、ＰＬＭ＃１、ＰＬＭ＃２およびＰＬＭ＃３が設けられている。プレイリストに
おいて、クリップ内のジャンプ可能なアクセス位置を示すマークを設定することができる
。このマークを、プレイリストマーク（PlayListMark：ＰＬＭと適宜略称する）と呼ぶ。
これらプレイリストマークは、プレイリストファイル中のブロックblkPlayListMark()に
おいて値PL_mark_idにより参照され、フィールドMarkTimeStampにより時刻情報で示され
る（図１４参照）。
【０１３７】
　次に、図２２を用いて、プレイリストを用いたクリップの分割編集について、概略的に
説明する。図２２Ａは、プレイリストによってクリップが参照される様子を示す。記録媒
体上に記録されたクリップ＃１およびクリップ＃２は、それぞれ、プレイリスト＃１内の
プレイアイテム＃１およびプレイアイテム＃２から再生開始点（ＩＮ点）および再生終了
点（ＯＵＴ点）を指定されて参照される。この図２２の例では、プレイアイテム＃１は、
クリップ＃１の先頭（位置ａ）をＩＮ点とし、後端（位置ｂ）をＯＵＴ点としてクリップ
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＃１を参照している。プレイアイテム＃２についても同様に、クリップ＃２の先頭（位置
ｃ）および後端（位置ｄ）をそれぞれＩＮ点およびＯＵＴ点として参照している。プレイ
リスト＃１は、プレイアイテム＃１およびプレイアイテム＃２の再生順を指定する。
【０１３８】
　したがって、この図２２Ａの例では、プレイリスト＃１により、クリップ＃１が位置ａ
から位置ｂまで再生され、クリップ＃１の位置ｂに続けてクリップ＃２が位置ｃから再生
され、位置ｄで再生が終了する。すなわち、この図２２Ａの例では、プレイリスト＃１の
指示により、クリップ＃１の先頭からクリップ＃２の最後までが連続的に再生される。
【０１３９】
　また、図２２Ａの例では、クリップ＃１の先頭の位置ａとクリップ＃２の先頭の位置ｃ
とに、プレイリストマークＰＬＭ＃１およびＰＬＭ＃２がそれぞれ設定されている。この
場合、例えばプレイリスト＃１に従いクリップ＃１の位置ａから位置ｂの間の任意の位置
で再生しているときにジャンプが指定されると、現在の再生位置に対して再生方向に向け
て直近に設定されたプレイリストマークの位置（位置ａから位置ｂに向けて再生している
場合、プレイリストマークＰＬＭ＃２の位置）に、再生位置がジャンプされ、プレイリス
トマークＰＬＭ＃２の位置から再生が継続されることになる。
【０１４０】
　クリップの途中にプレイリストマークを設定することで、当該クリップを仮想的に分割
することができる。例えば、図２２Ｂに一例が示されるように、プレイリスト＃１に対し
、クリップ＃２の所望の位置にプレイリストマークＰＬＭ＃３を設ける。これにより、図
２２Ｃに一例が示されるように、クリップ＃２のプレイリストマークＰＬＭ＃３に対応す
る位置ｅをジャンプ位置として指定することが可能となり、クリップ＃２が位置ｅで仮想
的に分割されたものと見なすことができるようになる。
【０１４１】
　なお、ユーザ側から見た場合、プレイリストで示される区間は、チャプタを単位として
再生される。チャプタは、プレイリストに対してプレイリストマークを設けることで設定
することができる。例えば、プレイリストで示される区間の先頭のみにプレイリストマー
クが設けられているか、プレイリストにプレイリストマークが全く設けられていなければ
、当該プレイリスト全体が１のチャプタを構成する。
【０１４２】
　また、上述した図２２Ａの例ように、クリップ＃１の先頭の位置ａに対応する位置にプ
レイリストマークＰＬＭ＃１が設けられ、クリップ＃２の先頭の位置ｃに対応する位置に
プレイリストマークＰＬＭ＃２が設けられていれば、プレイリストマークＰＬＭ＃１から
ＰＬＭ＃２までの区間がチャプタ＃１とされ、プレイリストマークＰＬＭ＃２からプレイ
リスト＃１の最後の位置までの区間がチャプタ＃２とされる。この場合は、プレイリスト
＃１に示される全長がプレイリストマーク＃２により２のチャプタに分割されたことにな
る。
【０１４３】
　さらに、上述した図２２Ｃの例のように、クリップ＃２の途中の所望の位置ｅに対応す
るプレイリストマークＰＬＭ＃３が設けられた場合、図２２Ａのチャプタ＃２がプレイリ
ストマークＰＬＭ＃３の位置でさらに分割され、プレイリストマークＰＬＭ＃２からプレ
イリストマークＰＬＭ＃３までの区間がチャプタ＃２とされ、プレイリストマークＰＬＭ
＃３からプレイリスト＃１の最後の位置までの区間がチャプタ＃３とされる。
【０１４４】
　図２３は、プレイリストマークを追加挿入する一例の処理を示すフローチャートである
。この処理では、プレイリスト内でプレイリストマークを格納するブロックblkPlayListM
ark()（図１４参照）を検索して、現在再生中の位置と既に設定されているプレイリスト
マークとの位置関係を求め、その結果に基づきプレイリストマークを追加挿入すると共に
、ブロックblkPlayListMark()の情報を書き換える。
【０１４５】
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　ステップＳ５０でカウント値ｉを値０として初期化し、次のステップＳ５１で現在再生
中のプレイアイテム（図２３ではＰＩと表記）の番号がｉ番目のプレイリストマーク（図
２３ではＰＬＭと表記）に参照されるプレイアイテムの番号より大きいか否かが判断され
る。
【０１４６】
　例えば、図１１のブロックblkPlayList()において、ループ変数PlayItem_idによるfor
ループ文で記述されるブロックblkPlayItem()のうち、現在再生中のプレイアイテムに対
応する値PlayItem_idを求め、求められた値PlayItem_idと、ブロックblkPlayListMark()
におけるｉ番目の値RefToPlayItemIDとが比較される。若し、現在再生中のプレイアイテ
ムの番号の方が大きいと判断されれば、カウント値ｉが１だけインクリメントされて処理
がステップＳ５１に戻される。
【０１４７】
　一方、ステップＳ５１において、現在再生中のプレイアイテムの番号がｉ番目のプレイ
リストマークに参照されるプレイアイテムの番号より大きくない、すなわち、現在再生中
のプレイアイテムとｉ番目のプレイリストマークに参照されるプレイアイテムの番号とが
等しいか、若しくは、現在再生中のプレイアイテムの番号よりもｉ番目のプレイリストマ
ークに参照されるプレイアイテムの番号の方が大きいと判断されると、処理はステップＳ
５２に移行される。
【０１４８】
　ステップＳ５２では、現在再生中のプレイアイテムの番号と、ｉ番目のプレイリストマ
ークに参照されるプレイアイテムの番号とが等しいか否かが判断される。若し、等しいと
判断されれば、処理は次のステップＳ５３に移行される。一方、等しくないと判断されれ
ば、処理は後述するステップＳ５４に移行される。
【０１４９】
　ステップＳ５３では、現在の再生時刻がｉ番目のプレイリストマークの指し示す再生刻
よりも後であるか否かが判断される。現在の再生時刻は、例えばビデオストリームをデコ
ードするデコーダから取得することができる。また、ｉ番目のプレイリストマークの指し
示す再生時刻は、図１４を参照し、ブロックblkPlayListMark()におけるｉ番目の値MarkT
imeStampに基づく。
【０１５０】
　若し、現在の再生時刻がｉ番目のプレイリストマークの指し示す時刻よりも後であると
判断されたら、カウント値ｉが１だけインクリメントされて、処理がステップＳ５３に戻
される。一方、現在の再生時刻がｉ番目のプレイリストマークの指し示す再生時刻より後
ではない、すなわち、現在の再生時刻がｉ番目のプレイリストマークの指し示す再生時刻
と等しいか、若しくは、現在の再生時刻がｉ番目のプレイリストマークが指し示す再生時
刻より前であれば、処理はステップＳ５４に移行される。
【０１５１】
　ステップＳ５４では、ｉ番目の位置にプレイリストマーク（この場合はエントリマーク
）を追加挿入する処理が行われる。ここでは、ブロックblkPlayListMark()において、既
存のｉ番目のプレイリストマークと、（ｉ－１）番目のプレイリストマークとの間に、プ
レイリストマークが追加挿入されることになる。既存のｉ番目のプレイリストマークは、
プレイリストマークの追加挿入処理後には、（ｉ＋１）番目のプレイリストマークとされ
る。
【０１５２】
　より詳細には、ブロックblkPlayListMark()において、現在再生中のプレイアイテムに
対応する値PlayItem_idを、フィールドRefToPlayItemIDの値に設定する。また、フィール
ドMarkTimeStampの値は、現在の再生時刻を示す値とされる。さらに、フィールドNumberO
fPlayListMarksの値が１だけインクリメントされ、フィールドLengthの値が再計算される
。
【０１５３】
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　なお、実際には、ブロックblkPlayListMark()はプレイリストファイルの一部なので、
図１０に一例が示されるプレイリストファイルのシンタクスにおいて、フィールドExtens
ionDataStartAddressの値が、ブロックblkPlayListMark()におけるフィールドLengthの値
に応じて書き換えられることになる。
【０１５４】
　図２４を用いてより具体的に説明する。なお、図２４Ａおよび図２４Ｂは、上述した図
２１と同様の構造であるので、図そのものの詳細な説明は省略する。ここでは、図２４Ａ
においてプレイリストマークＰＬＭ＃２およびＰＬＭ＃３の間を再生中に、位置ａに対し
てプレイリストマークを追加挿入する場合について説明する。
【０１５５】
　カウント値ｉが初期化されて値が"０"とされ、位置ａに対応するプレイアイテムは、プ
レイアイテム＃２であるので、現在再生中のプレイアイテムの番号が２とされる。一方、
ｉ番目すなわち０番目のプレイリストマーク＃０は、プレイアイテム＃０を参照しており
、ｉ番目のプレイリストマークが参照するプレイアイテム番号が０とされる。ステップＳ
５１の判断に基づき、現在再生中のプレイアイテムの番号がｉ番目のプレイリストマーク
が参照するプレイアイテム番号よりも大きいので、カウント値ｉが１だけインクリメント
されて値が"１"とされ、再びステップＳ５１の判断がなされる。
【０１５６】
　２度目のステップＳ５１の判断では、ｉ番目すなわち１番目のプレイリストマークＰＬ
Ｍ＃１が参照するプレイアイテム番号と、現在再生中のプレイアイテム番号とが比較され
る。１番目のプレイリストマークＰＬＭ＃１は、プレイアイテム＃１を参照しており、参
照するプレイアイテム番号が１とされる。ステップＳ５１の判断に基づき、現在再生中の
プレイアイテムの番号がｉ番目のプレイリストマークが参照するプレイアイテム番号より
も大きいので、カウント値ｉが１だけインクリメントされて値が"２"とされ、再びステッ
プＳ５１の判断がなされる。
【０１５７】
　３度目のステップＳ５１の判断において、ｉ番目すなわち２番目のプレイリストマーク
ＰＬＭ＃２は、プレイアイテム＃１に指定される区間内にあり、２番目のプレイリストマ
ークＰＬＭ＃２が参照するプレイアイテム番号が１とされる。したがって、現在再生中の
プレイアイテム番号が、ｉ番目のプレイリストマークが参照するプレイアイテム番号より
も大きいとされ、カウント値ｉが１だけインクリメントされて値が"３"とされ、再びステ
ップＳ５１の判断がなされる。
【０１５８】
　４度目のステップＳ５１の判断において、ｉ番目すなわち３番目のプレイリストマーク
ＰＬＭ＃３は、プレイアイテム＃２に指定される区間内にあり、３番目のプレイリストマ
ークが参照するプレイアイテム番号が"２"とされる。したがって、現在再生中のプレイア
イテム番号がｉ番目のプレイリストマークが参照するプレイアイテム番号と等しいとされ
、処理はステップＳ５２に移行される。そして、ステップＳ５２では、３番目のプレイリ
ストマークＰＬＭ＃３が参照するプレイアイテム番号と、現在させ意中のプレイリストマ
ークの番号とが等しいので、処理はステップＳ５３に移行される。
【０１５９】
　カウント値ｉは"３"なので、ｉ番目のプレイリストマークであるプレイリストマークＰ
ＬＭ＃３の設定された時刻が現在再生中の位置ａの時刻よりも後となる。したがって、ス
テップＳ５３では、現在の再生時刻を示す値がｉ番目のプレイリストマークの設定された
時刻を示す値よりも小さいとされ、処理はステップＳ５４に移行されて位置ａに対応する
プレイリストマークが設定される。
【０１６０】
　すなわち、参照するプレイアイテム番号が"２"で、位置ａの再生時刻を示すプレイリス
トマークが３番目のプレイリストマークＰＬＭ＃３として追加挿入される。また、プレイ
リストマーク数が１だけインクリメントされ、このプレイリストマークＰＬＭ＃３が追加
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挿入される直前の、当該プレイリストマークＰＬＭ＃３が示す再生時刻以降に設けられた
プレイリストマークの番号がそれぞれ１だけインクリメントされる。すなわち、図２４の
例では、図２４Ａに示されるプレイリストマークＰＬＭ＃３は、プレイリストマークの追
加挿入処理により図２４Ｂに例示されるようにプレイリストマークＰＬＭ＃４とされ、追
加挿入されたプレイリストマークが、プレイリストマークＰＬＭ＃３とされる。
【０１６１】
　なお、ステップＳ５２において、現在再生中のプレイアイテム番号とｉ番目のプレイリ
ストマークの参照するプレイアイテム番号とが等しくない場合、換言すれば、現在再生中
のプレイアイテム番号がｉ番目のプレイリストマークの参照するプレイアイテム番号より
も小さい場合とは、例えば、それぞれ対応する区間にプレイリストマークが設けられてい
る２つのプレイアイテムの間にある、プレイリストマークが設けられていないプレイアイ
テムに、新たにプレイリストマークを追加挿入する場合が考えられる。
【０１６２】
　一例として、図２５に例示されるように、プレイアイテム＃０、プレイアイテム＃１お
よびプレイアイテム＃２の３つのプレイアイテムを含むプレイリスト＃１２を考える。こ
こで、プレイアイテム＃０の先頭に対応する位置と、プレイアイテム＃２で示される区間
内に、プレイリストマークＰＬＭ＃０およびプレイリストマークＰＬＭ＃１がそれぞれ設
定されているものとする。
【０１６３】
　このような状態において、プレイアイテム＃１で示される区間内の位置ｂにプレイリス
トマークを追加挿入する場合、ステップＳ５１の判断では、カウント値ｉが"１"のときに
、現在再生中のプレイアイテム番号が"１"、ｉ番目のプレイリストマークが参照している
プレイアイテム番号が"２"とされ、現在再生中のプレイアイテム番号よりもｉ番目のプレ
イリストマークが参照しているプレイアイテム番号の方が大きくなり、処理がステップＳ
５２に移行される。そして、ステップＳ５２では、現在再生中のプレイアイテム番号が"
１"、ｉ番目のプレイリストマークが参照しているプレイアイテム番号が"２"なので、両
者が等しくないとされる。またこの場合、位置ｂに対応するプレイアイテム＃１には、他
のプレイリストマークが存在しないので、ステップＳ５３による、プレイアイテム内での
前後を判断する必要がない。したがって、処理はステップＳ５２からステップＳ５４に移
行され、位置ｂに対応するプレイリストマークの追加挿入処理がなされる。
【０１６４】
　次に、この発明の主旨に関わる、プレイリストマークを設ける位置の決定方法について
説明する。既に説明したように、エントリPTSEPStartで示される位置にプレイリストマー
クを設ける第１の方法と、ＧＯＰ境界の位置にプレイリストマークを設ける第２の方法と
の２通りの方法が考えられる。以下に、それぞれの場合における利点および欠点、ならび
に、改善方法について説明する。
【０１６５】
　なお、エントリPTSEPStartで示される位置は、例えばＭＰＥＧ２方式のように、Ｉピク
チャ、ＰピクチャおよびＢピクチャによりＧＯＰが構成される場合は、Ｉピクチャの位置
に対応させることができる。また、例えばＭＰＥＧ４やＨ．２６４｜ＡＶＣ方式のように
、ＩＤＲピクチャをさらに用いる場合には、ＩＤＲピクチャの位置に対応させることがで
きる。
【０１６６】
　図２６は、第１および第２の方法におけるそれぞれのチャプタ境界の例を示す。プレイ
リストマークＰＬＭ＃１およびプレイリストマークＰＬＭ＃２によりチャプタの境界が示
され、プレイリストマークＰＬＭ＃１およびＰＬＭ＃２の間がチャプタ＃２とされる。図
２６Ａは、第１の方法における一例のチャプタ境界を示す。記録が開始される位置は、Ｇ
ＯＰの先頭になるので、エントリPTSEPStartで示される位置にプレイリストマークを設け
ると、ＧＯＰの先頭とプレイリストマークに基づくチャプタの先頭との間に、図２６Ａに
例示されるように、不一致区間が発生する。
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【０１６７】
　したがって、チャプタ先頭部の不一致区間の１乃至複数フレームが再生されないことに
なる。例えば、記録開始位置にプレイリストマークを設けようとした場合、記録開始位置
から開始されるＧＯＰの、最初のＩピクチャ（ＭＰＥＧ２方式の場合）より表示順で前の
、例えば１乃至複数のＢピクチャが再生されない不具合が生じる。
【０１６８】
　また、チャプタの後端部においては、不一致区間の１乃至複数フレームは、不一致区間
の直前のＧＯＰとは異なるＧＯＰに属する。そのため、当該不一致区間の１乃至複数フレ
ームは、当該不一致区間の直前のフレームと内容的に関連性が無いことがあり得る。例え
ば、不一致区間の直前のＧＯＰは、記録停止に応じて記録されたＧＯＰであって、不一致
区間を含むＧＯＰは、次の若しくは別の記録開始で記録されたＧＯＰである場合などが考
えられる。このような場合、チャプタの後端部において、シーン的に繋がりの無いフレー
ムが数フレーム、再生されてしまう不具合が生じる。
【０１６９】
　図２６Ｂは、第２の方法における一例のチャプタ境界を示す。この第２の方法では、チ
ャプタ境界がＧＯＰ境界と一致しているので、上述した第１の方法の場合のような不具合
は、発生しない。
【０１７０】
　図２７は、第１および第２の方法におけるデコード区間の例を示す。プレイリストマー
クＰＬＭ＃１およびＰＬＭ＃２の間の区間が表示すべき区間である。図２７Ａは、第１の
方法の場合の一例のデコード区間を示す。チャプタ先頭では、エントリPTSEPStartで示さ
れる位置にプレイリストマークが設けられているので、デコード開始位置は、このエント
リPTSEPStartで示される位置に対応するピクチャが含まれるＧＯＰの先頭からとなる。す
なわち、先頭側において、ＧＯＰ先頭からプレイリストマークＰＬＭ＃１までの区間が、
表示すべき区間に対して余分にデコードする必要がある区間となる。再生時には、この余
分にデコードされた区間は、マスクされる。
【０１７１】
　一方、第２の方法の場合は、図２７Ｂに一例が示されるように、プレイリストマークが
設けられた位置の直前のＧＯＰからデコードを行う必要がある。これは、ＧＯＰがオープ
ンＧＯＰおよびクローズドＧＯＰの何れであるかを判別できない場合、そのＧＯＰは、オ
ープンＧＯＰとして、当該ＧＯＰの前のＧＯＰの情報も用いてデコードする必要があるか
らである。すなわち、先頭側において、表示すべき区間に対して１ＧＯＰ分、余分にデコ
ードする区間が発生する。
【０１７２】
　また、時刻情報としては、エントリPTSEPStartで示される位置に対応した情報しか持っ
ていないので、プレイリストマークは、実際には、当該プレイリストマークが設けられた
位置の前後のエントリPTSEPStartで示される位置の間に存在するとしか認識できないこと
になる。この意味でも、プレイリストマークが設けられた位置の前のエントリPTSEPStart
で示される位置のピクチャが含まれるＧＯＰからデコードを行う必要がある。
【０１７３】
　デコード終了位置は、第１の方法においては、チャプタ終端のフレームが含まれるＧＯ
Ｐの終端までとなる。また、第２の方法においては、上述した理由と同様にして、チャプ
タ終端を示すプレイリストマークの位置がその前後の何れのＧＯＰに含まれるかを認識す
ることができないため、当該プレイリストマークの直後に現れるエントリPTSEPStartで示
される位置に対応するピクチャを含むＧＯＰの終端までデコードを行う必要がある。この
ように、結果的には、第１の方法と第２の方法とで同じ位置までデコードを行う必要があ
る。
【０１７４】
　図２８は、ＧＯＰがオープンＧＯＰおよびクローズドＧＯＰの何れかを判別可能な場合
の、第１および第２の方法によるデコード区間の例を示す。プレイリストマークＰＬＭ＃
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１およびＰＬＭ＃２の間の区間が表示すべき区間である。図２８Ａは、プレイリストマー
クをエントリPTSEPStartで示される位置に設けた場合の例であり、上述した図２７Ａと同
等の図である。また、図２８Ｂは、プレイリストマークをオープンＧＯＰのＧＯＰ境界に
設けた場合の例である。
【０１７５】
　既に説明したように、クローズドＧＯＰは、そのＧＯＰ内でデコードが完結し、直前の
ＧＯＰの情報を用いる必要が無い。そのため、図２８Ｃに一例が示されるように、ＧＯＰ
境界にプレイリストマークを設けた場合でも、プレイリストマークを設けた位置からデコ
ードを開始することができる。すなわち、プレイリストマークを設けるＧＯＰがクローズ
ドＧＯＰであることが判別可能である場合には、先頭側において、表示すべき区間に対し
て余分にデコードする区間が発生しない。
【０１７６】
　また、記録が停止された後に再び記録が開始された場合、記録停止時のオープンＧＯＰ
の次のＧＯＰは、記録開始に伴いクローズドＧＯＰとなるため、記録開始位置であるＧＯ
Ｐ境界にプレイリストマークが設けられる。このため、図２８Ｂに一例が示されるように
、記録の停止部分において表示すべき区間の終端とデコード区間の終端とが一致し、この
プレイリストマークに基づくチャプタの終端で内容的に関連性のないフレームが表示され
ることがない。
【０１７７】
　なお、ＧＯＰがオープンＧＯＰおよびクローズドＧＯＰの何れであるかを判別する手段
としては、幾通りかが考えられる。この発明の実施の一形態では、記録開始時は必ずクロ
ーズドＧＯＰ構成とされるので、記録開始位置に対応する位置でチャプタ分割を行う場合
には、ＧＯＰ境界にプレイリストマークを設けるようにする。
【０１７８】
　これに限らず、例えばＭＰＥＧ２方式では、ビデオデータのエレメンタリストリームの
ヘッダに対して、ＧＯＰがクローズドＧＯＰか否かを示すフラグが格納されるので、これ
を用いることが考えられる。
【０１７９】
　また、記録を行った装置と同一の装置によりチャプタ分割編集を行い、さらに同一の装
置で再生を行う場合には、クローズドＧＯＰで記録を行った位置を示す情報を装置内のメ
モリなどに記憶しておく方法が考えられる。さらに、装置の仕様としてクローズドＧＯＰ
を用いて記録を行うようにされている場合、同一機種の装置でチャプタ分割を行う場合に
は、プレイリストマークを常にＧＯＰ境界に設けるようにできる。
【０１８０】
　機種名を示す情報は、例えばインデックスファイル、ムービーオブジェクトファイル、
プレイリストファイルおよびクリップインフォメーションファイルにそれぞれ設けること
ができる拡張データ領域（ブロックblkExtensionData()）に格納することができる。オー
プンＧＯＰおよびクローズドＧＯＰの何れを用いているかを示す情報を、これらの拡張デ
ータ領域に対して格納する方法も考えられる。
【０１８１】
　図２９は、図２６～図２８を用いて説明した各条件に関する評価を纏めて示す。図２９
中、「○」（丸印）が付された項目は、有用なモードであり、「×」（バツ印）が付され
た項目は、好ましくないモードである。また、「－」（横棒）が付された項目は、実質的
に意味をなさないモードである。
【０１８２】
　この図２９では、チャプタ分割を行うように指定する位置が記録開始または停止位置に
対応する位置であるか否かについて、それぞれ、記録と再生とにおけるチャプタ境界のず
れの有無と、チャプタ先頭部および後端部のそれぞれで読み出しとデコードとが表示フレ
ームに対してより多く必要な区間とで、プレイリストマークをエントリPTSEPStartの位置
と、ＧＯＰ境界位置とに設けた場合について評価している。また、ＧＯＰ境界位置にプレ
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イリストマークを設ける場合において、記録、編集および再生を同一の装置で行い装置独
自の情報を利用できる場合（独自情報利用可能機とする）と、記録および編集を行った装
置と再生を行う装置とが異なる場合（一般再生機とする）とのそれぞれについて評価して
いる。
【０１８３】
　なお、図２９中で、Ｍ値は、間にＢピクチャがある場合の、基準ピクチャから次の基準
ピクチャまでのピクチャの移動数、Ｎ値は、１ＧＯＰ内のピクチャ数を示す。例えば、Ｇ
ＯＰが「Ｉ2Ｂ0Ｂ1Ｐ5Ｂ3Ｂ4Ｐ8Ｂ6Ｂ7Ｐ11Ｂ9Ｂ10Ｐ14Ｂ12Ｂ13」の１５枚のピクチャで
構成される場合、Ｍ＝３、Ｎ＝１５である。
【０１８４】
　記録開始または停止の境界位置に対応する位置でチャプタ分割を行うように指示した場
合について説明する。このとき、記録と再生におけるチャプタ位置のずれに関しては、図
２６を用いて説明したように、プレイリストマークをエントリPTSEPStartの位置に設ける
場合にずれが生じ、ＧＯＰ境界位置に設ける場合には、ずれが生じない。
【０１８５】
　デコード区間は、デコード開始位置に関しては、図２８を用いて説明したように、プレ
イリストマークをエントリPTSEPStartの位置に設ける場合には、（Ｍ－１）フレーム分が
表示フレームに対して多く必要となり、ＧＯＰ境界位置に設ける場合には、記録開始位置
は必ずクローズドＧＯＰとなるため、一般再生機および独自情報利用可能機の何れにおい
ても、表示フレーム区間とデコード区間とが一致する。また、デコード終了位置に関して
は、プレイリストマークをエントリPTSEPStartの位置に設ける場合には、（Ｎ－Ｍ＋１）
フレーム分が表示フレームに対して必要となり、ＧＯＰ境界位置に設ける場合には、一般
再生機および独自情報利用可能機の何れにおいても、表示フレーム区間とデコード区間と
が一致する。
【０１８６】
　記録開始または停止の境界位置ではない位置でチャプタ分割を行うように指示した場合
について説明する。この場合、記録と再生におけるチャプタ位置のずれに関する評価は意
味をなさないので、図２９においては「－」（横棒）で示してある。
【０１８７】
　デコード区間は、図２８を用いて説明したように、デコード開始位置に関しては、プレ
イリストマークをエントリPTSEPStartの位置に設ける場合には、（Ｍ－１）フレーム分が
表示フレームに対して多く必要となる。一方、ＧＯＰ境界位置にプレイリストマークを設
ける場合には、一般再生機においては直前の１ＧＯＰ分すなわちＮフレーム分が表示フレ
ームに対して必要となり、独自情報利用可能機においては、プレイリストマークが設けら
れるＧＯＰがオープンＧＯＰであると判別されれば１ＧＯＰ分すなわちＮフレーム分が表
示フレームに対して必要になる。また、独自情報利用可能機では、当該ＧＯＰがクローズ
ドＧＯＰであると判別できれば、表示開始フレームとデコード開始フレームとが一致する
。
【０１８８】
　さらに、デコード終了位置に関しては、プレイリストマークをエントリPTSEPStartの位
置に設ける場合には、（Ｎ－Ｍ＋１）フレーム分が表示フレームに対して多く必要となる
。一方、ＧＯＰ境界位置にプレイリストマークを設ける場合には、一般再生機においては
直後の１ＧＯＰ分すなわちＮフレーム分が表示フレームに対して必要となり、独自情報利
用可能機においては、表示終了フレームとデコード終了位置とが一致する。
【０１８９】
　このように、記録開始または停止の境界位置でチャプタ分割を行う場合には、ＧＯＰ境
界にプレイリストマークを設け、記録開始または停止の境界位置以外でチャプタ分割を行
う場合には、エントリPTSEPStartに示される位置にプレイリストマークを設けるようにす
ることで、ユーザの利便性を最大にできることが分かる。
【０１９０】
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　図３０は、チャプタ分割編集を行う際の、プレイリストマークの一例の挿入方法を示す
フローチャートである。例えばプレイリストに従いクリップを再生中にチャプタ分割が指
示されると、先ず、最初のステップＳ６０で、現在再生中の位置に対応するＧＯＰがクロ
ーズドＧＯＰであると判定可能か否かが判断される。現在再生中の位置は、例えばビデオ
ストリームをデコードするデコーダから取得することができる。
【０１９１】
　若し、判定できないと判断されたら、処理はステップＳ６１に移行し、プレイリストマ
ークを設ける現在時刻としてエントリPTSEPStartの値を用いるものとされる。一方、ステ
ップＳ６０で判定可能であると判断されれば、処理はステップＳ６３に移行され、プレイ
リストマークを設ける現在時刻として、ＧＯＰ境界の値を用いるものとされる。
【０１９２】
　ステップＳ６１またはステップＳ６３の処理の後、処理はステップＳ６２に移行され、
ステップＳ６１またはステップＳ６３で決定された現在時刻に基づきプレイリストマーク
を設ける処理がなされる。すなわち、このステップＳ６２において、上述の図２３におい
てステップＳ５４で説明した、ブロックblkPlayListMark()内のフィールドMarkTimeStamp
の値が、ステップＳ６１またはステップＳ６３の結果に応じて決定される。
【０１９３】
　なお、ＧＯＰ境界の位置は、例えばビデオストリームをデコードするデコーダから取得
することができる。これに限らず、例えば上述したエントリPTSEPStartの値に基づき求め
るようにもできる。この場合には、エントリPTSEPStartの位置からＧＯＰの構造に応じて
所定フレーム分遡った位置を、ＧＯＰの先頭位置とする。
【０１９４】
　記録機が記録開始操作に応じて、記録開始位置に自動的にプレイリストマークを設ける
構成も考えられる。このような構成とすることで、再生時に、クリップ分割編集処理を行
わなくても記録開始および停止の単位でチャプタジャンプを行うことが可能とされる。
【０１９５】
　図３１は、このような、記録開始に応じて記録開始位置に自動的にプレイリストマーク
を設ける場合の一例の処理を示すフローチャートである。例えばユーザにより記録機に対
して記録開始操作がなされると、クリップの記録が開始されると共に、プレイリストマー
クを設ける現在時刻として、ＧＯＰ境界の値を用いるように決定される。そして、次のス
テップＳ７１で、ステップＳ７０の結果に基づき、プレイリストマークを設ける処理が行
われる。すなわち、このステップＳ７１において、記録が開始され最初に生成されたＧＯ
Ｐの先頭に対応する再生時刻がブロックblkPlayListMark()内のフィールドMarkTimeStamp
の値とされ、プレイリストマークが設けられる。
【０１９６】
　なお、記録開始位置すなわち記録が開始され最初に生成されたＧＯＰの先頭に対応する
時刻は、例えばプレイリストに対して最初に記録されるクリップに関しては、値"０"に所
定のオフセットを加えた値とされる。更なる記録開始および停止により生成されたクリッ
プをプレイリストに追記するような仕様の場合には、例えば既に記録されたクリップの累
積的な再生時刻に所定のオフセットを加えた値とされる。オフセットは、例えば、デコー
ダにストリームの供給が開始されてから当該ＧＯＰの先頭のフレームが表示される時間に
対応する値であって、装置の仕様などに応じて固有の値とされる。
【０１９７】
　これは、例えば１のクリップが複数回の記録開始および停止操作を含めることができる
ような場合に、クリップＡＶストリームファイル、クリップインフォメーションファイル
および当該クリップインフォメーションファイルに対応するプレイアイテムが１つのまま
、プレイリストマークのみで、記録開始および停止操作に対応するチャプタ境界を設ける
場合に用いて好適な方法である。
【０１９８】
　なお、１のプレイリストファイルに設けることができるプレイリストマークの数に対し
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て、上限を設定することができる。プレイリストマーク数の上限を設定することで、無制
限にプレイリストファイルの容量が増大するのが防がれる。また、例えば編集機や再生機
におけるチャプタ表示数に、例えば３桁などの制限が設けられているような場合に、プレ
イリストマークの上限を設定することも考えられる。上述した図３０および図３１を用い
て説明した処理は、それぞれ、現在設定しようとするプレイリストマークを設定すること
でこのプレイリスト内に設定可能なプレイリストマーク数の上限を超えないか否かの判断
を行った上で、上限を超えないとの判断がなされた後に、行われる。
【０１９９】
　次に、この発明の実施の一形態に適用可能な一例の記録再生装置について説明する。先
ず、記録再生装置の説明に先んじて、仮想プレーヤについて、概略的に説明する。上述し
たようなデータ構造を有するディスクがプレーヤに装填されると、プレーヤは、ディスク
から読み出されたムービーオブジェクトなどに記述されたコマンドを、プレーヤ内部のハ
ードウェアを制御するための固有のコマンドに変換する必要がある。プレーヤは、このよ
うな変換を行うためのソフトウェアを、プレーヤに内蔵されるＲＯＭ(Read Only Memory)
にあらかじめ記憶している。このソフトウェアは、ディスクとプレーヤを仲介してプレー
ヤにこのフォーマットの規定に従った動作をさせることから、仮想プレーヤと称される。
【０２００】
　図３２は、この仮想プレーヤの動作を概略的に示す。図３２Ａは、ディスクのローディ
ング時の動作の例を示す。ディスクがプレーヤに装填されディスクに対するイニシャルア
クセスがなされると（ステップＳ３０）、１のディスクにおいて共有的に用いられる共有
パラメータが記憶されるレジスタが初期化される（ステップＳ３１）。そして、次のステ
ップＳ３２で、ムービーオブジェクトなどに記述されたプログラムがディスクから読み込
まれて実行される。なお、イニシャルアクセスは、ディスク装填時のように、ディスクの
再生が初めて行われることをいう。
【０２０１】
　図３２Ｂは、プレーヤが停止状態からユーザにより例えばプレイキーが押下され再生が
指示された場合の動作の例を示す。最初の停止状態（ステップＳ４０）に対して、ユーザ
により、例えばリモートコントロールコマンダなどを用いて再生が指示される（ＵＯ：Us
er Operation）。再生が指示されると、先ず、レジスタすなわち共通パラメータが初期化
され（ステップＳ４１）、次のステップＳ４２で、ムービーオブジェクト実行フェイズに
移行する。
【０２０２】
　ムービーオブジェクトの実行フェイズにおけるプレイリストの再生について、図３３を
用いて説明する。ＵＯなどにより、タイトル番号＃１のコンテンツを再生開始する指示が
あった場合について考える。プレーヤは、コンテンツの再生開始指示に応じて、上述した
図２に示されるインデックステーブル(Index Table)を参照し、タイトル＃１のコンテン
ツ再生に対応するオブジェクトの番号を取得する。例えばタイトル＃１のコンテンツ再生
を実現するオブジェクトの番号が＃１であったとすると、プレーヤは、ムービーオブジェ
クト＃１の実行を開始する。
【０２０３】
　この図３３の例では、ムービーオブジェクト＃１に記述されたプログラムは２行からな
り、１行目のコマンドが"Play PlayList(1)"であるとすると、プレーヤは、プレイリスト
＃１の再生を開始する。プレイリスト＃１は、１以上のプレイアイテムから構成され、プ
レイアイテムが順次再生される。プレイリスト＃１中のプレイアイテムの再生が終了する
と、ムービーオブジェクト＃１の実行に戻り、２行目のコマンドが実行される。図３３の
例では、２行目のコマンドが"jump MenuTitle"であって、このコマンドが実行されインデ
ックステーブルに記述されたメニュータイトル(MenuTitle)を実現するムービーオブジェ
クトの実行が開始される。
【０２０４】
　図３４は、この発明の実施の一形態に適用可能な記録再生装置の一例の構成を概略的に
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示す。この図３４に例示される記録装置は、外部から入力されるビデオデータおよびオー
ディオデータを記録媒体に記録し、記録媒体に記録されたビデオデータおよびオーディオ
データを再生する、単独の記録再生装置として用いることもできるし、光学系や撮像素子
などを備えたカメラブロックと組み合わせ、撮像した撮像信号に基づくビデオデータを記
録媒体に記録する、ビデオカメラ装置の記録ブロックとして用いることもできる。
【０２０５】
　適用可能な圧縮符号化や多重化の方式としては、様々に考えられる。例えば、Ｈ．２６
４｜ＡＶＣに規定される方式を、この発明の実施の一形態の圧縮符号化として適用するこ
とができる。これに限らず、ＭＰＥＧ２方式に基づき圧縮符号化を行うようにしてもよい
。また、多重化方式は、例えばＭＰＥＧ２システムズを適用することができる。以下では
、ビデオデータの圧縮符号化をＨ．２６４｜ＡＶＣに規定される方式に準じて行い、ビデ
オデータおよびオーディオデータの多重化を、ＭＰＥＧ２システムズに規定される方式に
準じて行うものとして説明する。
【０２０６】
　制御部３０は、例えばＣＰＵ(Central Processing Unit)、ＲＡＭ(Random Access Memo
ry)およびＲＯＭ(Read Only Memory)などからなり（図示しない）、ＲＯＭに予め記憶さ
れたプログラムやデータに基づき、ＲＡＭをワークメモリとして用いてこの記録装置の記
録部１０の各部を制御する。なお、制御部１０と記録部１０の各部とを接続する経路は、
繁雑さを避けるために、図３４では省略している。
【０２０７】
　ＵＩ(User Interface)部３１は、この記録装置の動作をユーザが操作するための操作子
が所定に設けられ、操作子に対する操作に応じた制御信号を出力する。この制御信号は、
制御部３０に供給される。制御部３０は、ユーザ操作に応じてＵＩ部３１から供給された
制御信号に基づきなされるプログラムの処理により、記録再生部１０の各部の動作を制御
する。また、ＵＩ部３１は、簡易的な表示部を有し、後述する管理情報処理部１６から供
給される情報に基づき、所定の表示、例えば記録再生装置における記録や再生の状態を示
す表示を行うことができるようにされている。
【０２０８】
　例えば、ＵＩ部３１に対してなされた操作に応じて、記録再生装置による記録媒体３２
に対してデータを記録する動作の開始および停止の動作や、記録媒体３２からデータを再
生する再生動作が制御部３０により制御される。また例えば、編集動作時には、ＵＩ部３
１に対してなされた操作に応じて記録媒体３２からデータが再生されると共に、操作に応
じた位置でのチャプタ分割処理がなされる。
【０２０９】
　ビデオエンコーダ１１は、複数フレームのビデオデータを格納可能なバッファメモリを
有し、供給されたベースバンドのディジタルビデオデータをバッファメモリに溜め込んで
、所定の方式で以て圧縮符号化する。Ｈ．２６４｜ＡＶＣに規定される方式に準じて圧縮
符号化がなされるこの例では、例えば、ＤＣＴ(Discrete Cosine Transform)と画面内予
測とによりフレーム内圧縮を行うと共に、動きベクトルを用いたフレーム間圧縮を行い、
さらにエントリピー符号化を行い圧縮効率を高める。ビデオエンコーダ１１で圧縮符号化
されたディジタルビデオデータは、Ｈ．２６４｜ＡＶＣエレメンタリストリーム（ＥＳ）
として出力される。
【０２１０】
　ビデオデコーダ２０は、複数フレームのビデオデータを格納可能なバッファメモリを有
し、供給された圧縮ビデオデータをバッファメモリに溜め込んで、圧縮符号化方式に対応
した復号化方式でデコードし、ベースバンドのディジタルビデオデータとして出力する。
例えば、ビデオエンコーダ１１がＨ．２６４｜ＡＶＣに規定される方式に準じて圧縮符号
化を行うこの例では、ビデオデコーダ２０もビデオエンコーダ１１に対応して、Ｈ．２６
４｜ＡＶＣに規定される方式に準じてデコード処理を行う。ビデオデコーダ２０は、後述
するマルチプレクサ／デマルチプレクサ１３（以下、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３）で抽出さ
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れる、ＤＴＳ(Decoding Time Stamp)およびＰＴＳ(Presentation Time Stamp)で示される
時刻に基づき、デコードおよび出力を行うことができる。ビデオデコーダ２０でデコード
されて得られたベースバンドのディジタルビデオデータは、端子４２から出力される。
【０２１１】
　オーディオエンコーダ１２は、端子４１から供給されたベースバンドのディジタルオー
ディオデータを所定の圧縮符号化方式、例えばドルビーディジタル(Dolby Digital：登録
商標)方式により圧縮符号化する。オーディオデータの圧縮符号化方式は、これに限られ
るものではなく、さらに、オーディオデータを圧縮符号化せず、ベースバンドのデータの
まま用いることも考えられる。
【０２１２】
　オーディオデコーダ２１は、供給された圧縮オーディオデータを圧縮符号化方式に対応
した復号化方式でデコードし、ベースバンドのディジタルオーディオデータとして出力す
る。オーディオエンコーダ１２がドルビーディジタル方式により圧縮符号化されるこの例
では、オーディオデコーダ２１もオーディオエンコーダ１２に対応して、ドルビーディジ
タル方式に準じた復号化方式でデコードがなされる。デコードされたオーディオデータは
、ビデオデコーダ２０から出力されるビデオデータと同期的に、端子４３から出力される
。
【０２１３】
　ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３は、それぞれ圧縮符号化されて供給されたディジタルビデオデ
ータおよびディジタルオーディオデータを所定の方式で多重化し、１本のデータストリー
ムとして出力するマルチプレクサ機能と、ディジタルビデオデータとディジタルオーディ
オデータとが所定に多重化されたデータストリームから、ディジタルビデオデータとディ
ジタルオーディオデータとを分離してそれぞれ取り出す、デマルチプレクサ機能とを有す
る。
【０２１４】
　マルチプレクサ機能は、例えば、ＭＰＥＧ２システムズに準じて多重化が行われるこの
例では、ＭＰＥＧ２のトランスポートストリームを用いて、供給された圧縮ビデオデータ
および圧縮オーディオデータを時分割で多重化する。例えば、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３は
、バッファメモリを有し、供給された圧縮ビデオデータおよび圧縮オーディオデータを一
旦バッファメモリに格納する。バッファメモリに格納された圧縮ビデオデータは、所定サ
イズ毎に分割されヘッダが付加されて、ＰＥＳ(Packetized Elementary Stream)パケット
化される。圧縮オーディオデータも同様に、所定サイズ毎に分割されヘッダが付加されて
ＰＥＳパケット化される。ヘッダには、パケットに格納されるデータの再生時刻を示すＰ
ＴＳや復号時刻を示すＤＴＳ(Decoding Time Stanp)といった、ＭＰＥＧ２システムズに
規定される所定の情報が格納される。ＰＥＳパケットは、さらに分割されてトランスポー
トパケット（ＴＳパケット）のペイロードに詰め込まれる。ＴＳパケットのヘッダには、
ペイロードに詰め込まれたデータ種別などを識別するためのＰＩＤ(Packet Identificati
on)が格納される。
【０２１５】
　デマルチプレクサ機能は、マルチプレクサ機能と逆の処理を行い、パケットから圧縮ビ
デオデータおよび圧縮オーディオデータを抽出する。例えば、供給されたＴＳパケットの
ヘッダからＰＩＤを検出し、ＴＳパケットをペイロードに格納されるデータ種別毎に振り
分ける。そして、振り分けられたＴＳパケットのそれぞれについて、ペイロードに格納さ
れたデータを取り出し、ＰＥＳパケットを再構築する。さらに、ＰＥＳパケットのペイロ
ードに格納された圧縮ビデオデータや圧縮オーディオデータを取り出し、ＰＥＳヘッダに
格納された情報などに基づきヘッダ情報などを付加し、それぞれ１本のエレメンタリスト
リームとして出力する。
【０２１６】
　ストリームバッファ１４は、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３（記録時）または記録再生制御部
１５（再生時）から供給されたＴＳパケットを一時的に格納する。ストリームバッファ１
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４に対するＴＳパケットの読み書きのタイミングを所定に制御することで、記録媒体３２
に対するアクセス速度と、オーディオおよびビデオデータエンコードやデコードなどの信
号処理速度との間の整合性をとる。
【０２１７】
　記録再生制御部１５は、記録媒体３２に対するデータの記録と、記録媒体３２からのデ
ータの再生を制御する。すなわち、記録再生制御部１５は、例えば制御部３０といった上
位からの命令に基づき、指定されたアドレスに対するデータの書き込みや、指定されたア
ドレスからのデータの読み出しを行う。
【０２１８】
　記録媒体３２としては、例えば記録可能なタイプのＤＶＤ(Digital Versatile Disc)を
用いることができる。これに限らず、記録媒体３２としてハードディスクドライブを用い
てもよいし、半導体メモリを記録媒体３２に適用することも可能である。また、記録媒体
３２として、より大容量を実現したＢｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（ブルーレイディスク：登
録商標）を適用することも考えられる。
【０２１９】
　管理情報処理部１６は、例えばＣＰＵ、ワークメモリとしてのＲＡＭおよびプログラム
所定のデータが予め記憶されるＲＯＭからなる（図示しない）。これに限らず、管理情報
処理部１６は、例えば制御部３０におけるプログラム処理で管理情報処理部１６の機能を
実現することも可能である。この場合、例えば制御部３０の有するＲＡＭが揮発性メモリ
１７として用いられると共に、不揮発性メモリ１８が制御部３０に接続される。
【０２２０】
　管理情報処理部１６は、例えば揮発性メモリ１７をワークメモリとして用いて、上述し
たインデックスファイル"index.bdmv"、ムービーオブジェクトファイル"MovieObject.bdm
v"、プレイリストファイル"xxxxx.mpls"およびクリップインフォメーションファイル"zzz
zz.clpi"に関する処理を行う。例えばこの発明の実施の一形態によるプレイリストマーク
の追加挿入処理は、制御部３０の制御に基づきこの管理情報処理部１６により行われる。
【０２２１】
　このような構成を有する記録再生装置における、記録時の動作について説明する。なお
、以下では、ビデオデータは、Ｈ．２６４｜ＡＶＣに準じた方式で圧縮符号化され、オー
ディオデータは、ＡＡＣ方式で圧縮符号化されるものとする。
【０２２２】
　ベースバンドのディジタルビデオデータが端子４０から記録再生部１０に入力され、ビ
デオエンコーダ１１に供給される。例えば、ＵＩ部３１に対して記録開始の操作がなされ
ると、ビデオエンコーダ１１は、供給されたディジタルビデオデータの圧縮符号化を開始
する。ビデオエンコーダ１１は、ベースバンドのディジタルビデオデータを圧縮符号化し
てＨ．２６４｜ＡＶＣのエレメンタリストリーム（ＥＳ）として出力する。このエレメン
タリストリームは、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３に供給される。
【０２２３】
　ベースバンドのディジタルオーディオデータが端子４１から記録再生部１０に入力され
、オーディオエンコーダ１２に供給される。オーディオエンコーダ１２は、上述のＵＩ部
３１に対する記録開始の操作に応じたタイミングで供給されたオーディオデータの圧縮符
号化を開始する。オーディオエンコーダ１２で圧縮符号化されたディジタルオーディオデ
ータは、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３に供給される。
【０２２４】
　ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３は、それぞれ圧縮符号化されて供給されたディジタルビデオデ
ータおよびディジタルオーディオデータを所定の方式で多重化し、１本のデータストリー
ムとして出力する。例えば、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３は、バッファメモリを有し、供給さ
れた圧縮ビデオデータおよび圧縮オーディオデータを一旦バッファメモリに格納する。
【０２２５】
　バッファメモリに格納された圧縮ビデオデータは、所定構造毎に分割されヘッダが付加
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されて、ＰＥＳ(Packetized Elementary Stream)パケット化される。圧縮オーディオデー
タも同様に、所定サイズ毎に分割されヘッダが付加されてＰＥＳパケット化される。ヘッ
ダには、パケットに格納されるデータの再生時刻を示すＰＴＳや復号時刻を示すＤＴＳ(D
ecoding Time Stanp)といった、ＭＰＥＧ２システムズに規定される所定の情報が格納さ
れる。ＰＥＳパケットは、さらに分割されてトランスポートパケット（ＴＳパケット）の
ペイロードに詰め込まれる。ＴＳパケットのヘッダには、ペイロードに詰め込まれたデー
タを識別するためのＰＩＤ(Packet Identification)が格納される。マルチプレクサ１３
から出力されたＴＳパケットは、ストリームバッファ１４に一旦溜め込まれる。
【０２２６】
　なお、ＴＳパケットは、実際には、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３においてさらに所定サイズ
のヘッダが付加されて出力される。この、ＴＳパケットに対して所定のヘッダを付加した
パケットを、ソースパケットと呼ぶ。
【０２２７】
　記録制御部１５は、ストリームバッファ１４に溜め込まれたデータ量を監視し、ストリ
ームバッファ１４に所定量以上のデータが溜め込まれると、ストリームバッファ１４から
記録媒体３２の記録単位毎にデータを読み出して記録媒体３２に書き込む。
【０２２８】
　管理情報処理部１６は、記録データに基づき、揮発性メモリ１７をワークメモリとして
用いて、上述したインデックスファイル"index.bdmv"、ムービーオブジェクトファイル"M
ovieObject.bdmv"、プレイリストファイル"xxxxx.mpls"およびクリップインフォメーショ
ンファイル"zzzzz.clpi"に格納するための情報を生成する。生成された情報は、所定のタ
イミングで記録媒体３２に書き込まれる。
【０２２９】
　一例として、管理情報処理部１６は、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３から記録データの時刻情
報を取得すると共に、記録制御部１５から記録データの記録媒体３２におけるアドレス情
報を取得し、取得されたこれら時刻情報およびアドレス情報に基づきエントリPTSEPStart
が生成される。また、ＵＩ部３１に対する記録開始、記録終了の操作に応じて制御部３０
から出力される制御信号と、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３および記録制御部１５からの記録デ
ータに関する情報とに基づき、プレイリストファイル"xxxxx.mpls"の生成または更新、ク
リップインフォメーションファイル"zzzzz.clpi"の生成などが行われる。
【０２３０】
　この記録再生装置が記録開始に伴い記録開始位置にプレイリストマークを設けるように
されている場合、ＵＩ部３１に対する記録開始操作に応じて生成される先頭のフレームに
対応する再生時刻をフィールドMarkTimeStampの値として持つプレイリストマークが、管
理情報処理部１６において作成され、プレイリストに対して追加される。
【０２３１】
　再生時の動作について説明する。記録媒体３２が例えば記録再生装置に対して装填され
ると、記録媒体３２から、インデックスファイル"index.bdmv"、ムービーオブジェクトフ
ァイル"MovieObject.bdmv"が読み込まれ、管理情報処理部１６に渡される。管理情報処理
部１６は、これらの情報を、揮発性メモリ１７に記憶する。制御部３０は、管理情報処理
部１６から揮発性メモリ１７に記憶された情報を取得し、取得された情報に基づき、例え
ば、ＵＩ部３１が有する表示部に対して記録媒体３２に記録されているクリップに関する
情報を表示させる。ユーザは、この情報に基づきＵＩ部３１に対して所定の操作を行うこ
とで、記録媒体３２に記録されているクリップの再生を指示することができる。なお、こ
こでは、簡単のために、クリップの先頭から再生を開始させるものとする。
【０２３２】
　制御部３０は、ＵＩ部３１に対する操作に応じて、管理情報処理部１６からプレイリス
トファイルの情報を取得し、このプレイリストファイルに基づき、記録再生制御部１５に
対して、当該プレイリストファイルに格納されるプレイアイテムに参照されるクリップイ
ンフォメーションファイルと、対応するクリップＡＶストリームファイルを記録媒体３２
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から読み出すように命令を出す。記録再生制御部１５は、この命令に従い、記録媒体３２
からクリップインフォメーションファイルとクリップＡＶストリームファイルとを読み出
す。クリップＡＶストリームファイルは、記録媒体３２からＴＳパケット毎に読み出され
、記録再生制御部１５を介してストリームバッファ１４に溜め込まれる。
【０２３３】
　なお、実際には、記録媒体３２から読み出されるＴＳパケットは、本来のＴＳパケット
に対して所定サイズのヘッダが付加されたソースパケットである。
【０２３４】
　ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３は、ストリームバッファ１４に溜め込まれたデータ量を監視し
、ストリームバッファ１４に所定量以上のＴＳパケットが溜め込まれると、ストリームバ
ッファ１４からビデオデコーダ２０がデコードに必要とする分のデータを、ＴＳパケット
単位で読み出す。読み出されたＴＳパケットは、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３に供給されバッ
ファメモリに一旦格納され、ＰＩＤに基づきデータ種類毎に振り分けられペイロードに格
納されたデータからＰＥＳパケットが再構築される。さらに、ＰＥＳパケットのぺーロー
ドからデータが取り出されると共に、ＰＥＳヘッダの情報に基づき、ＤＴＳやＰＴＳとい
ったデコードや再生の時刻を指定する情報など、所定にヘッダ情報などが付加され、圧縮
符号化されたビデオデータおよびオーディオデータのエレメンタリストリームがそれぞれ
生成される。
【０２３５】
　圧縮ビデオデータは、ビデオデコーダ２０に供給される。ビデオデコーダ２０は、供給
された圧縮ビデオデータをバッファメモリに溜め込み、所定ピクチャ分のデータが溜め込
まれたら、バッファメモリに溜め込まれたデータに対してデコード処理を開始する。デコ
ードされたビデオデータは、例えば図示されないシステムクロックから供給されるＳＴＣ
(System Time Clock)に基づき、ＰＴＳに従いフレームタイミングで順次出力される。
【０２３６】
　一方、圧縮オーディオデータは、オーディオデコーダ２１に供給され、所定にデコード
処理がなされる。デコードされたオーディオデータは、ビデオデコーダ２０から出力され
るビデオデータと同期的に、オーディオデコーダ２１から出力される。
【０２３７】
　この記録再生装置は、記録媒体３２に記録されたクリップに対するチャプタ分割編集を
行うことができる。上述のようにして記録媒体３２からクリップを再生中に、ＵＩ部３１
に対して所定の操作を行い、チャプタ分割を行う位置を指定する。チャプタ分割の位置を
指定する方法としては、クリップを通常通り、例えば順方向の１倍速再生で再生しながら
所望の位置でクリップ分割の操作を行う方法や、高速再生、スロー再生、コマ送り再生と
いった可変速再生を用いて分割位置をフレーム単位で検索してチャプタ分割の操作を行う
方法などが考えられる。
【０２３８】
　分割位置が指定されると、図２３を用いて説明した処理に従い、指定された分割位置に
対応する現在の再生時刻と、プレイリスト中の他のプレイリストマークとの位置関係が判
断される。それと共に、図３０を用いて説明した処理に従い、プレイリストマークを設け
る値として、エントリPTSEPStartおよびＧＯＰ境界の何れの値を用いるかを判断する。
【０２３９】
　なお、プレイリストマークを設ける現在時刻としてエントリPTSEPStartの値を用いる場
合で、分割位置をフレーム単位で任意に指定するとき、指定された分割位置が必ずしもエ
ントリPTSEPStartで示されるフレームであるとは限らない。この場合、例えば指定された
位置に最も近いエントリPTSEPStartの値を、指定された分割位置に対応するPTSEPStartの
値として用いることが考えられる。これに限らず、指定された位置の直前または直後のエ
ントリPTSEPStartの値を用いるようにしてもよい。
【０２４０】
　また、現在再生中の位置に対応するＧＯＰがクローズドＧＯＰであると判断できた場合
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は、クローズドＧＯＰの先頭のフレームの再生時刻は、例えばＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３か
ら取得することができる。これに限らず、エントリPTSEPStartの値を基点とし、ビデオデ
コーダ２０のバッファメモリに溜め込まれているデータとＳＴＣとに基づき、クローズド
ＧＯＰの先頭のフレームの再生時刻を求めることも考えられる。
【０２４１】
　図３５は、上述のようにして設けられたプレイリストマークに基づくチャプタジャンプ
処理の一例の方法を示すフローチャートである。一例として、上述のようにしてプレイリ
ストマークが設けられチャプタ分割編集されたプレイリストを再生中に、例えばＵＩ部３
１に対してチャプタジャンプを行うような操作がなされる。制御部３０は、この操作に応
じて、先ず、現在再生中の位置に対応する時刻情報を求める（ステップＳ８０）。例えば
、制御部３０は、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３との間でやりとりを行い、ＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ
１３で分離されるビデオデータのエレメンタリストリームに含まれるＰＴＳと、ＭＵＸ／
ＤＥＭＵＸ１３におけるＳＴＣとに基づき、ビデオデコーダ２０でデコード中の任意のフ
レームの再生時刻を知ることができる。
【０２４２】
　なお、現在再生中の位置に対応する時刻情報を求める方法は、これに限られない。例え
ば、再生中、常にクリップインフォメーションファイル中のブロックblkEPMap()（図１７
参照）の情報を用い、エントリPTSEPStartに基づきアドレス変換を行う方法が考えられる
。再生中には、次のＧＯＰのデータを読み出す必要があり、この方法によれば、次のＧＯ
Ｐのデータを容易に取得することが可能となる。また、現在の再生位置と、プレイリスト
マークの位置との関係を常に更新しながら再生を行うことで、ＵＩ部３１の表示画面に対
して現在再生中のチャプタの情報を表示することが可能となり、好ましい。
【０２４３】
　現在再生中の位置に対応する時刻情報が求められたら、次のステップＳ８１で、制御部
３０により、当該時刻情報で示される時刻に対して再生方向に向けて最も近くにあるプレ
イリストマークが、再生中のプレイリストのブロックblkPlayListMark()から検索される
。
【０２４４】
　該当するプレイリストマークが存在するとされれば（ステップＳ８２）、処理はステッ
プＳ８３に移行され、制御部３０により、ステップＳ８１で検索されたプレイリストマー
クに基づき、当該プレイリストマークに対応するエントリPTSEPStartが検索される。
【０２４５】
　この実施の一形態では、プレイリストマークは、エントリPTSEPStartの位置またはＧＯ
Ｐ境界位置の何れかに設けられる。したがって、プレイリストマークに対応するエントリ
PTSEPStartは、プレイリストマークの再生時刻を示す値MarkTimeStampと値が一致するエ
ントリPTSEPStartが存在すれば、そのエントリPTSEPStartとされる。一方、プレイリスト
マークの再生時刻を示す値MarkTimeStampと値が一致するエントリPTSEPStartが存在しな
い場合に、プレイリストマークがＧＯＰ境界に設けられ且つＧＯＰがクローズドＧＯＰで
あることが分かる場合には、値MarkTimeStampから再生時刻を再生方向に進めていったと
きに最初に現れるエントリPTSEPStartとされる。さらに、プレイリストマークの再生時刻
を示す値MarkTimeStampと値が一致するエントリPTSEPStartが存在しない場合に、プレイ
リストマークがＧＯＰ境界に設けられていないか、または、ＧＯＰがクローズドＧＯＰで
あることが分からない場合は、再生方向とは逆方向に進めて次に現れるエントリPTSEPSta
rtとされる。
【０２４６】
　次のステップＳ８４で、制御部３０により、再生中のプレイアイテムに対応するクリッ
プインフォメーションファイル内のブロックblkEPMap()（図１７～図２０参照）に基づき
、ステップＳ８３で検索されたエントリPTSEPStartに対応するアドレス情報が求められる
。そして、制御部３０から記録再生制御部１５に対して、記録媒体３２から当該アドレス
情報で示されるアドレスからの読み出しを行うように命令される。



(39) JP 4715633 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

【０２４７】
　記録媒体３２から読み出されたデータは、記録再生制御部１５からストリームバッファ
１４を介してＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３に供給され、パケットを用いて時分割多重されたス
トリームからデータ種類毎の分離がなされる。分離されたデータうち圧縮ビデオデータの
エレメンタリストリームは、ビデオデコーダ２０に供給される。ビデオデコーダ２０は、
供給された圧縮ビデオデータのエレメンタリストリームのデコードを開始する（ステップ
Ｓ８５）。そして、プレイリストマークで示されるフレームがデコードされ出力可能とな
ったら、そのフレームからの出力がなされ、表示が開始される（ステップＳ８６）。
【０２４８】
　このとき、プレイリストマークがエントリPTSEPStart位置に設けられている場合には、
ＧＯＰにおいて、当該エントリPTSEPStartに対応するピクチャより前のピクチャは、デコ
ードされるが表示は行わないようにされる。一方、プレイリストマークがＧＯＰ境界位置
に設けられている場合には、ＧＯＰの先頭位置から表示が開始される。
【０２４９】
　なお、再生時刻で最後に設けられたプレイリストマークよりも後ろを再生中にチャプタ
ジャンプを指示されることも考えられる。この場合、現在再生中の位置に対して再生方向
に向けて最も近いプレイリストマークが、再生中のプレイリスト中に存在しないことにな
る。この場合、チャプタジャンプの指示が無視される。これに限らず、例えば図３５のス
テップＳ８７に一例が示されるように、当該プレイリストの終端までジャンプするように
してもよい。
【０２５０】
　次に、この発明の実施の一形態の他の例について説明する。上述では、この発明が単体
の記録装置に適用された例について説明した（図３４参照）。これに対し、この実施の一
形態の他の例では、この発明を、撮像素子と、被写体からの光を撮像素子に入射させる光
学系とを有し、撮像素子で撮像された撮像信号に基づきビデオデータを記録媒体に記録す
るようにした、ビデオカメラ装置に適用した。
【０２５１】
　図３６は、この発明の実施の一形態の他の例によるビデオカメラ装置１００の一例の構
成を示す。ビデオカメラ装置１００において、記録系の構成は、図３４を用いて説明した
記録装置の構成を略そのまま適用できるので、図３４と共通する部分には同一の符号を付
し、詳細な説明を省略する。
【０２５２】
　図３６の構成において、カメラ部５０は、映像信号に関する構成として、光学系５１、
撮像素子５２、撮像信号処理部５３、カメラ制御部５４、ビデオ信号処理部５８および表
示部５５を有し、音声信号に関する構成として、マイクロフォン（ＭＩＣ）５６、音声信
号処理部５７およびスピーカ部ＳＰ６０を有する。制御部３０は、カメラ部５０の各部と
の間で各種制御信号や情報のやりとりを行い、カメラ部５０の動作を制御する。また、制
御部５０は、ユーザ操作に応じてＵＩ部３１から供給される制御信号に基づき、カメラ部
５０の動作を制御する。
【０２５３】
　なお、ビデオカメラ装置１００として構成される場合、記録開始操作および記録停止操
作は、例えば、ＵＩ部３１に設けられた単一の記録スイッチを用い、当該記録スイッチが
押下される毎に記録開始および記録停止が交互に指示されるようになされるのが一般的で
ある。また、このビデオカメラ装置１００では、記録媒体２０として、Ｂｌｕ－ｒａｙ　
Ｄｉｓｃや記録可能なタイプのＤＶＤといった、ディスク記録媒体を適用するものとする
。
【０２５４】
　カメラ部５０において、光学系５１は、被写体からの光を撮像素子５２に導くためのレ
ンズ系、絞り調整機構、フォーカス調整機構、ズーム機構、シャッタ機構などを備える。
絞り調整機構、フォーカス調整機構、ズーム機構およびシャッタ機構の動作は、制御部３
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０から供給される制御信号に基づき、カメラ制御部５４により制御される。
【０２５５】
　撮像素子５２は、例えばＣＣＤ(Charge Coupled Device)からなり、光学系５１を介し
て照射された光を光電変換により電気信号に変換し、所定の信号処理を施し撮像信号とし
て出力する。撮像信号処理部５３は、撮像素子から出力された撮像信号に対して所定の信
号処理を施し、ベースバンドのディジタルビデオデータとして出力する。例えば撮像信号
処理部５３は、撮像素子５２から出力された撮像信号に対して、ＣＤＳ(Correlated Doub
le Sampling)回路により画像情報を有する信号だけをサンプリングすると共に、ノイズを
除去し、ＡＧＣ(Auto Gain Control)回路によりゲインを調整する。そして、Ａ／Ｄ変換
によりディジタル信号に変換する。
【０２５６】
　また、撮像信号処理部５３は、撮像素子５２から出力された撮像信号の情報を制御部３
０に送る。制御部３０は、この情報に基づき光学系５１を制御するための制御信号を生成
し、カメラ制御部５４に供給する。カメラ制御部５４は、この制御信号に基づきフォーカ
ス調整機構や絞り調整機構などの制御を行う。
【０２５７】
　ビデオ信号処理部５８は、供給されたディジタル信号に対して所定の信号処理を施す。
例えば、ビデオ信号処理部５８は、供給されたディジタル信号に対して検波系の信号処理
を施し、Ｒ（赤色）、Ｇ（緑色）およびＢ（青色）各色の成分を取り出す。そして、取り
出された各色成分に基づきγ補正やホワイトバランス補正などの処理を行い、最終的に１
本のベースバンドのディジタルビデオデータとして出力する。
【０２５８】
　表示部５５は、例えばＬＣＤ(Liquid Crystal Display)を表示素子として用い、ビデオ
信号処理部５８から供給されたディジタルビデオデータに基づく表示を行うことができる
。表示部５５は、撮影時には撮影画像のモニタとして用いられ、再生時には、再生画像を
映出させることができる。
【０２５９】
　音声信号処理部５７は、例えばマイクロフォンＭＩＣ５６から供給されるアナログ音声
信号をＡ／Ｄ変換してディジタルオーディオデータとし、ノイズ除去や音質補正など所定
の音声信号処理を施してベースバンドのディジタルオーディオデータとして出力する。ま
た、音声信号処理部５７は、供給されるディジタルオーディオデータに対して音質補正や
音量調整などの所定の音声信号処理を施してＤ／Ａ変換してアナログ音声信号とし、増幅
処理などを行いスピーカ部ＳＰ６０に供給する。
する。
【０２６０】
　撮影時には、光学系５１を介して撮像素子５２に入射された光が光電変換により電気信
号に変換され撮像信号として出力される。撮像信号は、撮像信号処理部５３で所定に信号
処理され、Ａ／Ｄ変換されディジタルビデオ信号として出力される。このディジタルビデ
オ信号は、ビデオ信号処理部５８に供給される。ビデオ信号処理部５８は、供給されたデ
ィジタルビデオ信号に対して画質補正などの所定の信号処理を施してディジタルビデオデ
ータとして出力する。このディジタルビデオデータは、記録再生部１０に供給され端子４
０に入力される。
【０２６１】
　また、ビデオ信号処理部５８は、撮像信号処理部５３から供給されたディジタル信号に
基づき、表示部５５に表示するためのディジタルビデオデータを生成する。さらに、ビデ
オ信号処理部５８は、制御部３０とやりとりを行い、制御部３０で所定に生成された表示
制御信号に基づく画像を生成することができる。このディジタルビデオデータや画像は、
表示部５５に供給され、映出される。
【０２６２】
　一方、マイクロフォン５６から出力された音声信号は、音声信号処理部５７でノイズ除
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去、リミッタ処理、音質補正などの所定の信号処理を施され、さらにＡ／Ｄ変換され、デ
ィジタルオーディオデータとして出力される。このディジタルオーディオデータは、記録
再生部１０に供給され、端子４１に入力される。
【０２６３】
　記録停止状態からＵＩ部３１に設けられた記録スイッチが押下されると、記録開始を指
示する制御信号がＵＩ部３１から制御部３０に供給され、制御部３０の制御に基づきカメ
ラ部５０から出力されたベースバンドのディジタルビデオデータおよびディジタルオーデ
ィオデータの記録媒体３２への記録が開始される。
【０２６４】
　すなわち、図３４を用いて既に説明したように、制御部３０の制御に基づきビデオエン
コーダ１１およびオーディオエンコーダ１２の動作が開始され、ビデオデータおよびオー
ディオデータがそれぞれビデオエンコーダ１１およびオーディオエンコーダ１２で圧縮符
号化され、マルチプレクサ１３で所定にパケット化され多重化されてＡＶストリームデー
タとされる。ＡＶストリームデータは、ストリームバッファ１４を介して、記録制御部１
５に供給され、クリップＡＶストリームファイルとして記録媒体３２に記録される。
【０２６５】
　ここで、ビデオカメラ装置１００が記録開始に応じて記録開始位置に自動的にプレイリ
ストを設けるようにされている場合、図３１を用いて説明した処理に従い、記録開始位置
に対応する位置に対して自動的にプレイリストマークが設けられる。実際には、プレイリ
ストファイルに格納される情報は、例えば揮発性メモリ１７上において生成される。この
プレイリストマークも、この時点では、揮発性メモリ１７上の情報である。
【０２６６】
　ＵＩ部３１の記録スイッチが次に押下されると、記録が停止され、クリップインフォメ
ーションファイルの作成や、プレイリストファイルの更新が行われる。管理情報処理部１
６は、マルチプレクサ１３および記録制御部１５からの情報に基づき、記録媒体３２に記
録されるクリップＡＶストリームファイルに対応するクリップインフォメーションファイ
ルを作成する。また、管理情報処理部１６は、当該クリップインフォメーションファイル
を参照するプレイアイテムを生成し、既にプレイリストが存在する場合には、生成された
プレイアイテムを当該プレイリストに対して追加すると共に、プレイリストに対してプレ
イリストマークの情報を格納する。
【０２６７】
　再生時には、記録媒体３２がビデオカメラ装置１００に装填されると、記録媒体３２に
記録されているインデックスファイル、ムービーオブジェクトファイルなどのファイルが
読み出され、管理情報処理部１６に供給される。制御部３０は、管理情報処理部１６から
インデックスファイルの情報を取得し、取得された情報に基づき所定のメニュー画面を表
示するための表示制御信号を生成する。この表示制御信号は、ビデオ信号処理部５８に供
給され、表示部５５に表示される。この表示に応じてＵＩ部３１に対して所定の操作を行
うと、例えば、記録媒体３２から再生が指示されたプレイリストファイルが読み出され、
このプレイリストファイルの記述に従い、記録媒体３２に記録されたクリップの再生がな
される。
【０２６８】
　すなわち、図３４を用いて既に説明したように、制御部３０は、ＵＩ部３１に対する操
作に応じて管理情報処理具１６からプレイリストファイルの情報を取得し、取得された情
報に基づき、記録再生制御部１５に対して記録媒体３２からクリップインフォメーション
ファイルやクリップＡＶストリームファイルを読み出すように命令を出す。
【０２６９】
　記録媒体３２から読み出されたクリップＡＶストリームファイルは、ストリームバッフ
ァ１４を介してＭＵＸ／ＤＥＭＵＸ１３に供給され、パケットのヘッダ情報などに基づき
多重化が分離され圧縮ビデオデータと圧縮オーディオデータとが取り出される。圧縮ビデ
オデータは、ビデオデコーダ２０に供給されデコードされて、例えばＰＴＳに従い端子４
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２から出力される。圧縮オーディオデータは、オーディオデコーダ２１に供給されデコー
ドされ、ビデオデコーダ２０から出力されるビデオデータと同期的に端子４３から出力さ
れる。
【０２７０】
　端子４２から出力されたビデオデータは、ビデオ信号処理部５８で所定の信号処理を施
され、表示部５５に供給される。表示部５５は、供給されたビデオデータに基づく画像を
映出する。端子４３から出力されたオーディオデータは、音声信号処理部５７で所定に信
号処理され、増幅処理なども行われ、スピーカ部６０に供給される。
【０２７１】
　なお、このビデオカメラ装置１００においても、クリップのチャプタ分割編集を行うこ
とできる。チャプタ分割編集処理は、上述した実施の一形態による処理と何ら変わるとこ
ろがないため、繁雑さを避けるために説明を省略する。また、チャプタジャンプの際の処
理についても、上述した実施の一形態による処理と変わらないため、説明を省略する。
【０２７２】
　なお、上述では、図３４に示す記録装置や図３６に示すビデオカメラ装置１００の記録
再生部１０がハードウェア的に構成されるように説明したが、これはこの例に限定されな
い。すなわち、記録再生部１０は、ソフトウェアとして構成することも可能である。この
場合、ソフトウェアは、例えば制御部３０が有する図示されないＲＯＭに予め記憶される
。これに限らず、記録再生部１０を、パーソナルコンピュータなどのコンピュータ装置上
に構成することも可能である。この場合には、記録再生部１０をコンピュータ装置に実行
させるソフトウェアは、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭといった記録媒体に記録されて提
供される。コンピュータ装置がネットワーク接続可能な場合、インターネットなどのネッ
トワークを介して当該ソフトウェアを提供することも可能である。
【０２７３】
　さらに、上述では、この発明が記録媒体にコンテンツデータなどを記録する記録装置ま
たは記録再生装置に適用されるように説明したが、これはこの例に限定されない。この発
明は、記録媒体に対するコンテンツデータの記録手段や記録媒体からのコンテンツデータ
の再生手段を持たない、例えばコンテンツデータおよび当該コンテンツデータの再生制御
情報（インデックスファイル、ムービーオブジェクト、プレイリストおよびクリップイン
フォメーションファイルなど）を編集する編集装置などにも適用可能なものである。この
場合には、例えば、記録媒体からのデータの読み出しや記録媒体に対する書き込みは、編
集装置に接続された記録再生装置により行うことが考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０２７４】
【図１】この発明に適用可能なＡＶＣＨＤフォーマットに規定されるデータモデルを概略
的に示す略線図である。
【図２】インデックステーブルを説明するための略線図である。
【図３】クリップＡＶストリーム、クリップ情報、クリップ、プレイアイテムおよびプレ
イリストの関係を示すＵＭＬ図である。
【図４】複数のプレイリストから同一のクリップを参照する方法を説明するための略線図
である。
【図５】記録媒体に記録されるファイルの管理構造を説明するための略線図である。
【図６】ファイル"index.bdmv"の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図７】ブロックblkIndexes()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図８】ファイル"MovieObject.bdmv"の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である
。
【図９】ブロックblkMovieObjects()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である
。
【図１０】プレイリストファイル"xxxxx.mpls"の一例の構造を表すシンタクスを示す略線
図である。
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【図１１】ブロックblkPlayList()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図１２】ブロックblkPlayItem()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図１３】第１および第２のシームレス接続を説明するための略線図である。
【図１４】ブロックblkPlayListMark()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図であ
る。
【図１５】クリップインフォメーションファイルの一例の構造を表すシンタクスを示す略
線図である。
【図１６】ブロックblkCPI()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図１７】ブロックblkEPMap()の一例の構造を表すシンタクスを示す略線図である。
【図１８】ブロックblkEPMapForOneStreamPID(EP_stream_type, Nc, Nf)の一例の構造を
表すシンタクスを示す略線図である。
【図１９】エントリPTSEPCoarseおよびエントリPTSEPFineの一例のフォーマットについて
示す略線図である。
【図２０】エントリSPNEPCoarseおよびエントリSPNEPFineの一例のフォーマットについて
示す略線図である。
【図２１】プレイリスト以下の一例のファイル構造を示す略線図である。
【図２２】プレイリストを用いたクリップの分割編集について概略的に説明するための略
線図である。
【図２３】プレイリストマークを追加挿入する一例の処理を示すフローチャートである。
【図２４】プレイリストマークを追加挿入する処理を説明するための略線図である。
【図２５】プレイリストマークを追加挿入する処理を説明するための略線図である。
【図２６】プレイリストマークをエントリPTSEPStartで示される位置に設ける方法と、Ｇ
ＯＰ境界の位置に設ける方法とのそれぞれのチャプタ境界の例を示す略線図である。
【図２７】プレイリストマークをエントリPTSEPStartで示される位置に設ける方法と、Ｇ
ＯＰ境界の位置に設ける方法とのそれぞれのデコード区間の例を示す略線図である。
【図２８】ＧＯＰがオープンＧＯＰおよびクローズドＧＯＰの何れかを判別可能な場合の
、プレイリストマークをエントリPTSEPStartで示される位置に設ける方法と、ＧＯＰ境界
の位置に設ける方法とのそれぞれのデコード区間の例を示す略線図である。
【図２９】プレイリストマークの設定について各条件に関する評価を纏めて示す略線図で
ある。
【図３０】チャプタ分割編集を行う際の、プレイリストマークの一例の挿入方法を示すフ
ローチャートである。
【図３１】記録開始に応じて記録開始位置に自動的にプレイリストを設ける場合の一例の
処理を示すフローチャートである。
【図３２】仮想プレーヤの動作を概略的に示すフローチャートである。
【図３３】仮想プレーヤの動作を概略的に示す略線図である。
【図３４】この発明の実施の一形態に適用可能な記録再生装置の一例の構成を概略的に示
すブロック図である。
【図３５】プレイリストマークに基づくチャプタジャンプ処理の一例の方法を示すフロー
チャートである。
【図３６】この発明の実施の一形態の他の例によるビデオカメラ装置の一例の構成を示す
。
【図３７】フレーム間圧縮を行ったデータのデコード処理について説明するための略線図
である。
【符号の説明】
【０２７５】
１０　記録再生部
１１　ビデオエンコーダ
１２　オーディオエンコーダ
１３　マルチプレクサ
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１４　ストリームバッファ
１５　記録制御部
１６　管理情報処理部
１７　揮発性メモリ
１８　不揮発性メモリ
２０　ビデオデコーダ
２１　オーディオデコーダ
３０　制御部
３１　ユーザインターフェイス部
３２　記録媒体
５０　カメラ部
１００　ビデオカメラ装置

【図１】 【図２】
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